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三
つ
ど
も
え
の
歴
史
戦
？

―
日
本
・
韓
国
・
在
日
コ
リ
ア
ン

林　

晟　

一）
�
（

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
歴
史
戦　
　

謝
罪　
　

正
義　
　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

冷
戦
の
暮
れ
方

　

ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
一
九
八
九
年
か
ら
三
〇
年
が
過
ぎ
る
と
、
今
度
は
米
中
間
の
新
た
な
冷
戦
が
予
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際
政
治
学
で

は
、
第
二
次
大
戦
後
か
ら
構
築
さ
れ
て
き
た
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
（
Ｌ
Ｉ
Ｏ
：liberal international order

）
は
溶
解
し
た
か
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
深
ま
っ

て
い
る）

�
（

。
Ｌ
Ｉ
Ｏ
の
主
柱
と
も
い
う
べ
き
自
由
民
主
主
義
、
資
本
主
義
、
国
際
協
調
主
義
の
い
ず
れ
も
が
世
界
で
動
揺
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
程
度
を

め
ぐ
っ
て
は
見
解
が
一
致
し
て
い
な
い
し
、
そ
も
そ
も
Ｌ
Ｉ
Ｏ
は
存
在
し
て
き
た
の
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
も
議
論
が
つ
づ
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
冷
戦

期
、
冷
戦
後
、
ポ
ス
ト
冷
戦
後
の
意
味
が
広
く
問
い
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

　

壁
が
崩
れ
お
ち
た
翌
年
の
秋
、
大
半
の
人
び
と
が
予
想
だ
に
し
な
い
か
た
ち
で
東
西
ド
イ
ツ
が
統
一
し
、
一
九
九
一
年
の
暮
れ
に
は
ソ
連
が
な
く
な
っ

（
�
） 

は
や
し
・
せ
い
い
ち
（seiichihayashi����@

gm
ail.com

）
：
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
専
攻
は
国
際
政
治
学
。
在
日
コ
リ
ア
ン
三
世
。
担
当
科
目
は
教
養

総
合
Ⅱ
（
高
三
）、
歴
史
（
中
学
）。

（
�
） 

新
た
な
冷
戦
（new

 kind of cold w
ar

）
はEconom

ist,��  M
ay, ����

の
特
集
記
事
を
参
照
。
Ｌ
Ｉ
Ｏ
を
め
ぐ
る
議
論
は
『
国
際
問
題
』（
第
六
六
八
号
、
二
〇
一
八
年
一
月
）、
な
ら
び

に
『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』（
第
八
八
号
、
二
〇
一
八
年
）
の
特
集
記
事
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。
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た
。
す
る
と
、
冷
戦
の
終
わ
り

0

0

0

は
あ
れ
よ
と
ア
メ
リ
カ
（
西
側
）
の
勝
利

0

0

と
置
き
か
え
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
た）

�
（

。
そ
し
て
九
〇
年
代
に
は
、
多
か

れ
少
な
か
れ
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
「
新
世
界
秩
序
」（N

ew
 W

orld O
rder

）
が
構
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
も
っ
と
も
広
く
知
ら
れ
た
定
番
を
三
つ
あ
げ
る
な
ら
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
の
「
歴
史
の
終
わ
り
」、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
文

明
の
衝
突
」、
そ
し
て
ト
ー
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
「
レ
ク
サ
ス
と
オ
リ
ー
ブ
の
木
」（
明
る
い
経
済
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う）

�
（

。
そ

れ
ぞ
れ
の
議
論
に
は
粗
い
と
こ
ろ
も
あ
り
批
判
も
多
か
っ
た
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
退
潮
の
な
か
で
世
界
の
大
胆
な
展
望
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
で

あ
る）

�
（

。
一
九
九
〇
年
か
ら
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
に
さ
い
し
米
ソ
が
協
調
し
た
こ
と
で
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
目
前
に
そ
れ
ま
で
と
は
異
質
の
世
界
が
到
来
す
る
と
い

う
予
感
も
生
ま
れ
た
。
こ
と
フ
ク
ヤ
マ
や
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
議
論
は
、
お
よ
そ
三
〇
年
後
か
ら
は
想
像
し
き
れ
な
い
多ユ

ー
フ
ォ
リ
ア

幸
感
を
ま
と
っ
て
い
た
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
後
の
世
界
を
我
々
は
知
っ
て
い
る
。
フ
ク
ヤ
マ
の
描
い
た
よ
う
に
自
由
民
主
主
義
が
普
遍
化
し
、
闘
争
の
人
類
史
が
終
わ
る
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
展
望
す
る
か
た
ち
で
経
済
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
深
化
し
た
と
は
い
え
ず
、
国
境
と
い
う
経
済
の
障
壁
が
小
さ
く
な
る
こ
と

も
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
自
由
民
主
主
義
の
お
ひ
ざ
も
と
た
る
欧
米
諸
国
で
自
由
民
主
主
義
へ
の
不
信
が
深
ま
り
、
経
済
格
差
を
広
げ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ひ
ず
み
が

無
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
当
初
は
現
実
ば
な
れ
し
て
い
る
と
の
評
価
さ
え
少
な
く
な
か
っ
た
「
文
明
の
衝
突
」
論
が
か
え
り
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

�
（

。

　

先
進
各
国
で
は
、
こ
う
し
た
経
済
的
停
滞
や
政
治
的
動
揺
に
と
も
な
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
、
自
国
の
歴
史
に

国
民
と
し
て
の
誇
り
の
回
復
を
求
め
る
動
き
も
強
ま
り
を
み
せ
た
。
す
る
と
、
国
家
間
で
歴
史
問
題
が
つ
と
に
熱
を
お
び
る
よ
う
に
も
な
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
冷
戦
後
の
三
〇
年
に
深
刻
化
し
た
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
戦
の
諸
相
を
な
が
め
る
。
ま
ず
、
歴

史
戦
が
国
際
的
に
広
が
っ
た
経
過
を
確
認
し
た
上
で
、
韓
国
、
日
本
、
そ
し
て
在
日
コ
リ
ア
ン
の
立
場
か
ら
す
る
歴
史
戦
の
意
味
を
さ
ぐ
っ
て
ゆ
き
た
い
。

冷
戦
後
の
国
際
潮
流

―
謝
罪
と
正
義

　

前
節
で
見
た
よ
う
な
冷
戦
後
の
世
界
で
は
、
戦
争
責
任
や
植
民
地
責
任
が
国
際
問
題
化
し
、「
謝
罪
の
時
代
」（
ロ
イ
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
）
が
到
来
し
た）

�
（

。
た

と
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
一
九
九
七
年
に
各
地
方
政
府
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
「
盗
ま
れ
た
世
代
」（Stolen G

enerations

）
に
謝
罪
し
、
二
〇
〇
八
年

に
は
ケ
ヴ
ィ
ン
・
ラ
ッ
ド
首
相
が
公
式
に
謝
罪
し
た
。
こ
の
ほ
か
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
の
各
政
府
も
先
住
民
へ
の
謝
罪
を
お
こ
な
っ

た
。
カ
リ
ブ
海
諸
国
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
奴
隷
貿
易
や
植
民
地
化
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
謝
罪
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
や
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
び
と
の
徴
用
を
め
ぐ
る
謝
罪
や
補
償
が
広
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
ド
イ
ツ
企
業
お
よ
そ
六
五
〇
〇
社
と
ド
イ
ツ
政
府
が
「
記
憶
・
責
任
・
未
来
」
基
金
を
創
設
し
た
。
こ
の
流
れ
に
あ
わ
せ
、
歴
史
修

正
主
義
を
め
ぐ
る
争
い
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
者
の
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
が
、
彼
を
批
判
す

る
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
歴
史
家
デ
ボ
ラ
・
リ
ッ
プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
相
手
に
名
誉
毀
損
訴
訟
を
起
こ
し
た
の
は
一
九
九
六
年
の
こ
と
で
あ
る）

�
（

。

　

日
本
で
も
近
年
一
般
的
と
な
っ
た
歴
史
戦
（history w

ars

）
と
い
う
表
現）

�
（

は
、
一
九
九
五
年
の
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
論
争
を
き
っ
か
け
に
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た）
ø÷
（

。

（
�
） 

藤
原
帰
一
「
冷
戦
の
終
わ
り
か
た

―
合
意
に
よ
る
平
和
か
ら
力
の
平
和
へ
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
��
世
紀
シ
ス
テ
ム
６ 

機
能
と
変
容
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八

年
、
二
七
五
頁
。

（
�
） 

フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
『
歴
史
の
終
わ
り
』
渡
部
昇
一
訳
、
三
笠
書
房
、
一
九
九
二
年
（
初
出
論
文
：
八
九
年
）。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
『
文
明
の
衝
突
』
鈴
木
主
税
訳
、

集
英
社
、
一
九
九
八
年
（
初
出
論
文
：
九
三
年
）。
ト
ー
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
『
レ
ク
サ
ス
と
オ
リ
ー
ブ
の
木

―
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
正
体
』
東
江
一
紀
ほ
か
訳
、
草
思

社
、
二
〇
〇
〇
年
（
原
書
：
一
九
九
九
年
）。

（
�
） 

日
本
で
は
世
界
の
大
き
な
見
取
り
図
を
提
示
す
る
動
き
が
と
ぼ
し
か
っ
た
が
、
以
下
は
そ
の
数
少
な
い
例
外
に
属
す
る
。
田
中
明
彦
『
新
し
い
「
中
世
」

―
��
世
紀
の
世
界
シ
ス
テ

ム
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
七
年
（
初
出
：
一
九
九
六
年
）。

（
�
） 

日
本
で
は
、
二
〇
一
七
年
に
『
文
明
の
衝
突
』
が
文
庫
化
さ
れ
た
（
集
英
社
文
庫
、
上
下
）。
同
年
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
が
ア
メ
リ
カ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
分
断
を
批
判
し
た
論
争
的
な
書

『
分
断
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
』（
鈴
木
主
税
訳
、
集
英
社
、
二
〇
〇
四
年
）
も
同
文
庫
に
入
っ
た
。

（
�
） 

永
原
陽
子
「『
植
民
地
責
任
』
論
と
は
何
か
」
同
編
『「
植
民
地
責
任
」
論

―
脱
植
民
地
化
の
比
較
史
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
頁
。

（
�
） 

経
過
に
つ
い
て
は
、
こ
の
訴
訟
を
描
い
た
映
画
『
否
定
と
肯
定
』（
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
監
督
、
二
〇
一
六
年
）
が
参
考
に
な
る
。
併
せ
て
以
下
を
参
照
。「
フ
ェ
イ
ク
と
ど
う
闘
う

か 

歴
史
学
者
、
デ
ボ
ラ
・
Ｅ
・
リ
ッ
プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
さ
ん
」『
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
』
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
八
日
。
武
井
彩
佳
『〈
和
解
〉
の
リ
ア
ル
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

―
ド
イ
ツ
人

と
ユ
ダ
ヤ
人
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
七
年
、
一
三
九
～
一
四
三
頁
。
同
「
修
正
主
義
の
危
険
性 

歴
史
教
育
で
『
悪
意
』
封
じ
よ
」『
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
』
二
〇
一
八
年
一
月
一
一
日
。

（
�
） 

産
経
新
聞
社
『
歴
史
戦

―
朝
日
新
聞
が
世
界
に
ま
い
た
「
慰
安
婦
」
の
嘘
を
討
つ
』
産
経
新
聞
出
版
、
二
〇
一
四
年
。
山
崎
雅
弘
『
歴
史
戦
と
思
想
戦

―
歴
史
問
題
の
読
み
解
き

方
』
集
英
社
新
書
、
二
〇
一
九
年
、
第
一
章
。
山
崎
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
お
も
に
慰
安
婦
問
題
を
め
ぐ
っ
て
産
経
新
聞
が
こ
の
表
現
を
広
く
用
い
、
一
般
的
と
な
っ
た
。

（
��
） 

菅
豊
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
は
な
に
か
？
」
菅
ほ
か
編
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
入
門

―
開
か
れ
た
歴
史
学
へ
の
挑
戦
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
、
五
六
頁
。
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こ
の
年
、
広
島
へ
の
原
爆
投
下
に
関
す
る
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
航
空
宇
宙
博
物
館
の
特
別
展
の
内
容
が
、「
少
な
く
と
も
五

回
」
に
わ
た
り
変
更
さ
れ
た）

øø
（

。
当
初
博
物
館
側
は
広
島
か
ら
被
爆
資
料
を
借
り
う
け
、
投
下
の
意
味
を
見
学
者
に
考
え

て
も
ら
う
つ
も
り
だ
っ
た
。
だ
が
、
太
平
洋
戦
争
や
原
爆
投
下
を
正
戦
／
正
義
と
信
じ
る
退
役
軍
人
や
市
民
が
強
く
批

判
し
、
議
会
で
も
保
守
勢
力
が
こ
れ
に
同
調
し
て
い
っ
た
。

　

冷
戦
期
に
は
東
西
対
立
下
で
沈
潜
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
問
題
が
だ
ん
だ
ん
と
あ
ら
わ
に
な
り
、
争
点
化
し

た
の
で
あ
る
。
二
一
世
紀
の
と
ば
口
で
、
政
治
学
者
の
藤
原
帰
一
は
こ
れ
を
「
国
際
政
治
の
倫
理
化
」
と
よ
ん
だ
。

彼
に
よ
る
と
、
冷
戦
後
は
む
き
出
し
の
権
力
に
も
と
づ
く
汚
れ
た
平
和
よ
り
、「
正
し
い
平
和
」
が
志
向
さ
れ
や
す
く

な
っ
た
。
す
る
と
そ
の
正
し
さ
は
過
去
を
反
省
す
る
態
度
に
ま
で
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
て
の
敗
戦
国
は

加
害
の
記
憶
を
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

憲
法
九
条
を
か
か
げ
て
き
た
平
和
主
義
国
家
日
本
と
て
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
従
来
こ
の
国
で
は
、
沖
縄

戦
、
東
京
大
空
襲
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
な
ど
の
被
害
面
に
特
化
し
な
が
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
記
憶

さ
れ
て
き
た）

øù
（

。
だ
が
国
外
か
ら
す
れ
ば
「
犠
牲
者
史
観
に
過
ぎ
ず
、
悪
く
す
れ
ば
加
害
行
為
を
忘
却
し
、
戦
争
責
任

を
棚
上
げ
に
す
る
便
法
の
よ
う
に
さ
え
映
っ
て
し
ま
う）

øú
（

」。
も
ち
ろ
ん
戦
勝
国
／
旧
植
民
地
国
か
ら
の
記
憶
に
関
す
る

要
求
に
恣
意
的
側
面
や
二
重
基
準
が
あ
る
の
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
を
難
じ
る
だ
け
で
は
国
内
で
の
排
外
主
義
や
歴
史

修
正
主
義
の
台
頭
、
ひ
い
て
は
国
際
社
会
で
の
孤
立
を
招
く
の
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
る
。

　

藤
原
は
二
〇
〇
一
年
の
段
階
で
冷
戦
後
の
潮
目
を
右
の
よ
う
に
と
ら
え
た
。
そ
れ
か
ら
二
〇
年
近
く
経
っ
た
現

在
、
慰
安
婦
や
徴
用
工
を
め
ぐ
る
日
韓
の
歴
史
問
題
が
尾
を
ひ
い
て
い
る
こ
と
を
な
が
め
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
構

図
が
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
時
に
、
日
韓
の
歴
史
問
題
の
場
合
は
、
韓
国
が
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
民
主
化
を
定
着
さ
せ
て
き
た
と
い
う
こ

と
を
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
九
〇
年
代
以
後
、
韓
国
の
活
動
家
は
手
ず
か
ら
実
現
し
た
民
主
主
義
を
深
化
さ

せ
、
自
国
の
権
威
主
義
体
制
（
軍
事
政
権
）
期
の
迫
害
を
明
ら
か
に
し
、
謝
罪
を
求
め
る
動
き
を
強
め
た
。

　

こ
う
し
た
韓
国
内
の
動
き
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
後
の
「
第
三
の
波
」
と
よ
ば
れ
る
民
主
化
ラ
ッ
シ
ュ
を
経
た
国
際

表１　重大な人権侵害者の訴追の地域別内訳（1979 〜 2009 年：％）

಺Ͱͷૌ௥ࠃ తͳૌ௥ࡍࠃͰͷʗ֎ࠃ
ΞϝϦΧେ཮ 55 17

Ϥʔϩού 25 51

ΞϑϦΧ 13 17

த౦ɾ๺ΞϑϦΧ  1 10

ΞδΞ  6  5

ग़యɿ Kathryn Sikkink, Justice Cascade: How Human Rights Prosecutions are Changing 
World Politics, W. W. Norton, ������¿J���.� and �.�Λ΋ͱʹචऀ࡞੒ɻ
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社
会
で
、
移
行
期
正
義
（transitional justice

）
と
よ
ば
れ
る
も
の
に
あ
た
る）
øû
（

。
法
学
者
の
横
田
洋
三
は
、
こ
れ
を
「
民
主
的
政
治
体
制
が
実
現
し
た
国
に
お

い
て
、
そ
の
前
の
時
代
に
行
わ
れ
た
虐
殺
、
拷
問
、
略
奪
、
強
姦
な
ど
の
重
大
か
つ
大
規
模
な
組
織
的
人
権
侵
害
行
為
の
責
任
者
を
逮
捕
し
て
処
罰
し
、
被
害

者
に
対
し
て
救
済
の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と）

øü
（

」
と
定
義
す
る
。
国
内
、
も
し
く
は
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
国
際
法
廷
や
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
：
二
〇
〇
二
―
）

に
て
、
か
つ
て
重
大
な
人
権
侵
害
を
お
こ
な
っ
た
者
を
告
発
・
訴
追
す
る
流
れ
が
世
界
的
に
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
：
一
九
九
三
年
設
立
）
に
起
訴
さ
れ
た
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
元
大
統
領
ほ
か
三
名
の
裁
判
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
廃
止
し
一
九
九
四
年
に
大
統
領

と
な
っ
た
マ
ン
デ
ラ
大
統
領
の
南
ア
フ
リ
カ
、
九
〇
年
代
か
ら
フ
ラ
ン
コ
政
権
期
の
迫
害
を
究
明
す
る
動
き
を
強
め
、
二
〇
〇
七
年
に
歴
史
記
憶
法
を
成
立
さ

せ
た
ス
ペ
イ
ン
の
例
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

政
治
学
者
の
キ
ャ
ス
リ
ン
・
シ
ッ
キ
ン
ク
は
、
こ
れ
を
「
正
義
の
カ
ス
ケ
ー
ド
」（justice cascade

）
と
よ
ぶ）
øý
（

。
彼
女
に
よ
る
と
、
一
九
八
九
年
に
は
世

界
で
二
五
に
も
満
た
な
か
っ
た
重
大
な
人
権
侵
害
者
の
訴
追
数
は
、
冷
戦
終
焉
と
ソ
連
崩
壊
を
経
て
か
ら
急
増
し
、
九
九
年
に
は
一
五
〇
件
を
こ
え
、
二
〇

〇
九
年
に
は
四
五
〇
件
弱
と
な
っ
た）

øþ
（

。
そ
の
地
域
的
内
訳
は
表
１
に
あ
る
と
お
り
で
、
こ
と
国
内
に
お
け
る
訴
追
は
、
中
南
米
の
権
威
主
義
体
制
（
軍
事
政

（
��
） 「
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
��
年
、
米
国
人
の
大
半
は
今
も
原
爆
投
下
を
肯
定
」
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｂ
Ｂ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
、
二
〇
一
五
年
八
月
六
日
（https://w

w
w.afpbb.com

/articles/-/�������  

二
〇
二
〇
年
一
月 

二
日
最
終
ア
ク
セ
ス
。
以
下
、
本
稿
で
言
及
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
最
終
ア
ク
セ
ス
日
は
す
べ
て
同
日
）。
論
争
の
経
過
は
以
下
に
詳
し
い
。
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ハ
ー
ウ
ィ
ッ
ト
『
拒
絶
さ

れ
た
原
爆
展

―
歴
史
の
な
か
の
「
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
」』
山
岡
清
二
監
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
七
年
。

（
��
） 

こ
の
側
面
は
以
下
に
詳
し
い
。
吉
田
裕
『
日
本
人
の
戦
争
観

―
戦
後
史
の
な
か
の
変
容
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
。

（
��
） 

藤
原
帰
一
「
抑
止
と
し
て
の
記
憶

―
国
際
政
治
の
倫
理
化
と
そ
の
逆
説
」
同
『
新
編 

平
和
の
リ
ア
リ
ズ
ム
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
所
収
（
初
出
論
文
：
二
〇
〇
一
年
）、
一
二
八
頁
。

（
��
） 『
ワ
セ
ダ
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
』（
第
一
五
号
、
二
〇
一
四
年
）
は
移
行
期
正
義
と
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
問
題
を
特
集
し
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。

（
��
） 

イ
ミ
ダ
ス
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://im

idas.jp/genre/detail/D
-���-����.htm

l

）。

（
��
） 

た
だ
し
、
こ
れ
が
人
権
状
況
の
改
善
や
民
主
化
の
安
定
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
は
定
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
下
谷
内
奈
緒
『
国
際
刑
事
裁
判
の
政
治
学

―
平
和
と
正
義
を
め
ぐ
る

デ
ィ
レ
ン
マ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
一
一
頁
。

（
��
） K

athryn Sikkink, Justice C
ascade: H

ow
 H

um
an Rights Prosecutions are C

hanging W
orld Politics, W

. W
. N

orton, ������LQWURGXFWLRQ��SDJH�XQVSHFL¿HG�Z
LWK�$

P
D]RQ�.

LQGOH��
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権
）
期
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
後
、
韓
国
で
も
ま
さ
に
移
行
期
正
義
の
実
践
が
す
す
ん
だ
。
お
お
ま
か
に
見
る
と
、

過
去
清
算
の
動
き
は
盧ノ

・
テ
ウ

泰
愚
政
権
期
（
一
九
八
八
―
九
二
）
に
は
じ
ま
り
、
金キ
ム
・
デ
ジ
ュ
ン

大
中
政
権
期
（
九
八
―
二

〇
〇
二
）
に
「
拡
大
」
し
、
盧ノ

・
ム
ヒ
ョ
ン

武
鉉
政
権
期
（
〇
三
―
〇
七
）
に
「
飛
躍
」
し
た）
øÿ
（

。
こ
う
し
て
、
た
と

え
ば
李イ

・
ス
ン
マ
ン

承
晩
政
権
下
で
韓
国
軍
と
米
軍
が
済
州
島
島
民
を
虐
殺
し
た
四
八
年
以
後
の
４
・
３
事
件
や
、

全チ
ョ
ン
・
ド
ゥ
フ
ァ
ン

斗
煥
少
将
ら
の
ク
ー
デ
タ
達
成
後
、
戒
厳
軍
が
光
州
市
民
を
多
数
殺
傷
し
た
八
〇
年
の
５
・
��
事
件

の
真
相
究
明
が
す
す
め
ら
れ
た）

øĀ
（

。

　

着
目
す
べ
き
は
や
は
り
「
飛
躍
」
期
た
る
盧
武
鉉
政
権
下
で
の
動
き
で
あ
る）

ù÷
（

。
表
２
に
示
さ
れ
る
と
お

り
、
真
相
究
明
の
射
程
が
、
自
国
の
権
威
主
義
体
制
（
軍
事
政
権
）
期
の
み
な
ら
ず
戦
前
の
植
民
地
時
代

に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
に
は
同
政
権
下
で
「
真
実
・
和
解
の
た
め
の
過
去
事
整

理
委
員
会
」
が
成
立
し
た
（
二
〇
一
〇
年
解
散
）。
そ
し
て
、
植
民
地
時
代
に
日
本
当
局
へ
利
す
る
働
き

を
し
た
と
さ
れ
る
親チ

ニ
ル
パ

日
派
や
そ
の
子
孫
か
ら
は
法
の
不
遡
及
の
原
則
に
反
す
る
と
の
批
判
が
あ
っ
た
も
の

の
、
彼
ら
を
糾
弾
す
る
動
き
が
政
治
的
、
社
会
的
に
加
速
し
た
。

　

右
の
と
お
り
冷
戦
後
の
世
界
は
「
謝
罪
の
時
代
」
に
入
り
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
、
民
主
化
し
た
国

で
は
「
正
義
の
カ
ス
ケ
ー
ド
」
が
起
き
た
。
日
韓
の
歴
史
問
題
の
文
脈
で
は
、
盧
武
鉉
政
権
期
を
一
つ
の

境
と
し
て
両
者
が
統
合
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
当
時
政
権
に
入
っ
て
そ
の
盧
武
鉉

を
支
え
て
い
た
の
が
文ム

ン
・
ジ
ェ
イ
ン

在
寅
現
大
統
領
（
一
七
―
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
近
年
の
日
本
に
対
す
る
彼
の
強

硬
姿
勢
の
背
景
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

謝
罪
と
正
義
の
支
柱

―
国
際
法
と
女
性
の
人
権

　

で
は
、
冷
戦
後
の
「
謝
罪
の
時
代
」
と
「
正
義
の
カ
ス
ケ
ー
ド
」
を
支
え
た
柱
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
少

表２　盧武鉉政権期に成立したおもな過去清算関連法

2004

ͷ໊༪ճ෮͓Αͼิঈʹؔ͢Δ๏཯ऀ֐ҭඃڭਗ਼ࡾ
ಛघ೚຿਱ิऀߦঈʹؔ͢Δ๏཯
ಛघ೚຿਱ࢧऀߦԉʹؔ͢Δ๏཯
೔ఇڧ઎Լ੍ڧಈһඃ֐ਅ૬໌ڄ౳ʹؔ͢Δಛผ๏
࿝یཬ٘݅ࣄਜ਼ऀ৹͓ࠪΑͼ໊༪ճ෮ʹؔ͢Δಛผ๏
౦ֶ೶ຽֵ໋ࢀ༩ऀ౳ͷ໊༪ճ෮ʹؔ͢Δಛผ๏
೔ఇڧ઎Լ਌೔൓ຽ଒ߦҝਅ૬໌ڄʹؔ͢Δಛผ๏

2005
೔ఇڧ઎Լ൓ຽ଒ߦҝਅ૬໌ڄʹؔ͢Δಛผ๏
ਅ࣮ɾ࿨ղͷͨΊͷաࣄڈ੔ཧجຊ๏

ग़యɿ ౻Ӭᆴͷ΢ΣϒαΠτʢhttp://www.dce.osaka-sandai.ac.jp/~funtak/papers/joukyou_����.
htmlʣʹ͞ࡌܝΕΔ೥දΑΓൈਮɻ
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な
く
と
も
、
世
界
的
に
国
際
刑
事
司
法
が
め
ざ
ま
し
く
発
展
し
、
重
大
な
犯
罪
や
人
権
侵
害
を
し
た
個
人
を
訴
追
す
る
し
く
み
が
整
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
あ

わ
せ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
相
対
化
す
る
か
た
ち
で
女
性
の
人
権
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

前
者
の
発
展
は
、
ア
ナ
ー
キ
カ
ル
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
国
家
間
関
係）

ùø
（

を
国
際
法
の
支
配
下
に
お
く
こ
と
が
平
和
の
条
件
だ
と
考
え

る
国
際
法
学
者
た
ち
に
、「
圧
倒
的
な
ま
で
の
賛
辞
を
も
っ
て
迎
え
入
れ
ら
れ
」
た）

ùù
（

。
第
二
次
大
戦
に
か
か
わ
る
罪
を
裁
く
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁
判

と
極
東
国
際
軍
事
裁
判
の
あ
と
、
国
際
刑
事
司
法
の
発
展
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
冷
戦
期
に
は
、
秩
序
の
維
持
と
正
義
の
追
求
の
う
ち
前
者
が
優

先
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
冷
戦
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
設
置
を
皮
切
り
に
、
国
際
的
な
刑
事
裁
判
を
つ
う
じ
て
重
大
な
罪
を
お
か
し
た
個
人

を
裁
こ
う
と
す
る
動
き
、
す
な
わ
ち
「
不
処
罰
の
克
服
」
を
め
ざ
す
動
き
が
欧
米
を
中
心
に
強
ま
っ
た）

ùú
（

。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
一
里
塚
は
、
二
〇
〇
二
年
に
発
足
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
あ
る）

ùû
（

。
こ
こ
で
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
人
道
に
対
す
る
罪
、
戦
争
犯
罪
、
そ
し
て
侵
略
犯

（
��
） 

李
在
承
「
韓
国
に
お
け
る
過
去
清
算
の
最
近
の
動
向
」『
立
命
館
法
学
』
第
三
四
二
号
、
二
〇
一
二
年
、
三
八
二
頁
。

（
��
） 

韓
国
人
に
と
っ
て
両
日
付
は
朝
鮮
戦
争
を
意
味
す
る
６
・
��
同
様
に
ふ
か
く
胸
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
社
会
問
題
と
娯
楽
性
を
高
度
に
か
け
あ
わ
せ
る
韓
国
映
画
は
、
そ
う
し
た
公
共
の

記
憶
の
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
。
５
・
��
事
件
を
扱
っ
た
『
光
州
５
・
��
』（
キ
ム
・
ジ
フ
ン
監
督
、
二
〇
〇
七
年
）
や
『
タ
ク
シ
ー
運
転
手
』（
チ
ャ
ン
・
フ
ン
監
督
、
二
〇
一
七
年
）、

ま
た
同
事
件
を
背
景
と
し
た
『
１
９
８
７
、
あ
る
闘
い
の
真
実
』（
チ
ャ
ン
・
ジ
ュ
ナ
ン
監
督
、
二
〇
一
七
年
）
は
そ
れ
ぞ
れ
話
題
と
な
っ
た
。
他
方
、
４
・
３
事
件
を
扱
っ
た
『
チ
ス

ル
』（
オ
・
ミ
ヨ
ル
監
督
、
二
〇
一
二
年
）
は
低
予
算
の
独
立
系
作
品
た
り
な
が
ら
、
や
は
り
異
例
の
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た
。

（
��
） 

こ
の
当
時
の
日
韓
の
歴
史
問
題
は
以
下
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
ス
ウ
ェ
ン
ソ
ン=

ラ
イ
ト
、
林
晟
一
訳
「『
普
通
』
で
あ
る
こ
と
の
限
界
？

―
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
日
本
と

朝
鮮
半
島
」
添
谷
芳
秀
ほ
か
編
著
『「
普
通
」
の
国 

日
本
』
千
倉
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
二
一
八
～
二
四
七
頁
。

（
��
） 

へ
ド
リ
ー
・
ブ
ル
『
国
際
社
会
論

―
ア
ナ
ー
キ
カ
ル
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
』
臼
杵
英
一
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
��
） 

阿
部
浩
己
「
解
説
」
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ャ
バ
ス
『
勝
者
の
裁
き
か
、
正
義
の
追
求
か

―
国
際
刑
事
裁
判
の
使
命
』
鈴
木
直
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
一
二
一
頁
。

（
��
） 

下
谷
内
、
前
掲
『
国
際
刑
事
裁
判
の
政
治
学
』、
六
頁
。

（
��
） 

た
だ
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
設
立
と
訴
追
の
制
度
化
に
よ
り
、
処
罰
を
お
そ
れ
る
独
裁
者
が
政
権
維
持
に
固
執
し
、
民
主
化
や
紛
争
終
結
が
阻
害
さ
れ
か
ね
な
い
と
の
批
判
も
あ
る
（
下
谷
内
、

同
上
、
二
頁
）。
ま
た
、
訴
追
が
多
く
見
ら
れ
た
ア
フ
リ
カ
で
は
各
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
反
発
を
強
め
て
き
た
（
大
沼
保
昭
『
国
際
法
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
八
年
、
一
五
二
頁
）。
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罪
の
四
つ
に
限
定
し
て
個
人
を
裁
く
よ
う
に
な
っ
た
。
重
要
な
の
は
、
一
九
九
八
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
設
立
の
も
と
に
な
っ
た
ロ
ー
マ
規
程）
ùü
（

が
国
際
社
会
で
採
択

さ
れ
た
と
き
、
戦
時
性
暴
力
が
人
道
に
対
す
る
罪
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
九
〇
年
代
は
、
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
（
一
九
九
二
―
九
五
）
に
お
け
る
「
レ
イ

プ
・
キ
ャ
ン
プ
」
が
と
り
わ
け
欧
米
諸
国
に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。

　

な
お
、
個
人
の
訴
追
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
紛
争
終
結
後
や
民
主
化
後
に
各
国
で
つ
く
ら
れ
た
「
真
実
和
解
委
員
会
」（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
：Truth and 

Reconciliation Com
m

ission

）
を
つ
う
じ
て
正
義
の
実
現
が
図
ら
れ
た）
ùý
（

。
こ
う
し
た
動
き
は
世
界
的
に
共
通
と
な
り
、
盧
武
鉉
政
権
期
に
成
立
し
た
「
真

実
・
和
解
の
た
め
の
過
去
事
整
理
委
員
会
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

右
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
、
二
〇
〇
〇
年
に
日
本
の
女
性
団
体
が
元
慰
安
婦
の
ハお

ば
あ
さ
ん

ル
モ
ニ
、
活
動
家
、
国
際
法
学
者
、
法
曹
を
海
外
か
ら
東
京
へ
招
い
て
開

い
た
の
が
、
女
性
国
際
戦
犯
法
廷
で
あ
る
（
翌
年
ハ
ー
グ
で
閉
廷）

ùþ
（

）。
こ
れ
は
「
民
衆
法
廷
」
で
あ
り
公
権
力
は
関
与
し
な
か
っ
た
が
、
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て

昭
和
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
九
名
の
「
被
告
」
が
「
有
罪
」
と
「
判
決
」
さ
れ
た
こ
と
の
衝
撃
は
決
し
て
小
さ
く
な
く
、
の
ち
に
保
守
派
が
批
判
を
強
め
た
。

　

国
際
的
に
戦
時
性
暴
力
が
明
ら
か
な
罪
と
さ
れ
、
女
性
の
人
権
へ
の
意
識
が
深
ま
っ
た
と
い
う
流
れ
に
し
た
が
え
ば
、
二
〇
世
紀
前
半
の
慰
安
婦
問
題
と

二
一
世
紀
の
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
地
で
見
ら
れ
る
性
被
害
を
接
続
し
、
通
時
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は
容
易
と
な
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
歴

史
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
象
徴
と
し
て
世
界
に
記
憶
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
同
様
、
九
〇
年
代
か
ら
は
慰
安
婦
の
歴
史
が
戦
時
性
暴
力
の
象
徴
と
さ

れ
つ
つ
あ
る

―
こ
う
見
立
て
る
日
本
史
研
究
者
の
キ
ャ
ロ
ル
・
グ
ラ
ッ
ク
は
、
次
の
よ
う
に
展
望
す
る
。

　
　

 「
慰
安
婦
」
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
今
や
国
境
を
超
え
て
過
去
に
お
け
る
戦
争
の
記
憶
の
一
部
と
な
り
、
将
来
に
向
け
て
は
人
権
や
女
性
の
権
利

擁
護
と
い
う
視
点
か
ら
も
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
は
や
慰マ

マ

安
婦
像
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦
争
の
記
憶
か
ら
消
え
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う）

ùÿ
（

。

一
般
に
、
国
家
間
で
の
理
念
や
価
値
あ
る
い
は
認
識
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
利
益
を
争
う
と
き
よ
り
妥
協
が
む
ず
か
し
く
、
い
た
ず
ら
に
時
間
ば
か
り
過
ぎ
る

こ
と
も
多
い
。
他
方
、
先
に
見
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
二
つ
の
動
向
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
け
に
、
と
り
わ
け
慰
安
婦
問
題
に
た
ず
さ
わ
る
活

動
家
は
歴
史
問
題
の
い
っ
そ
う
の
進
展
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
少
な
く
と
も
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
は
国
民
間
／
国
家
間
の
対
立
と
い
う
割
り
き
り
方
が
も
は
や
で
き
な
い
点
で
あ

る
。
近
年
韓
国
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
文
学
が
日
本
に
多
数
紹
介
さ
れ
、
支
持
を
集
め
て
い
る
が）

ùĀ
（

、
韓
国
社
会
で
は
、
日
韓
国
民
間
の
断
層
線
が
男
女
間
の
そ
れ

に
よ
り
相
対
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
二
〇
一
八
年
一
一
月
に
韓
国
女
性
政
策
研
究
院
が
二
〇
代
女
性
を
対
象
に
お
こ
な
っ
た
調
査
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で
は
、
自
身
を
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
だ
と
考
え
る
者
は
四
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
社
会
に
お
け
る
女ミ
ソ
ジ
ニ
ー

性
嫌
悪
が
深
刻
だ
と
考
え
る
者
は
六
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
о
о
運
動
を
支
持
す
る
者
は
八
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
（
二
〇
代
男
性
の
回
答
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
・
三
、
四
三
・
六
、
六
九
・
四
パ
ー
セ

ン
ト）

ú÷
（

）。
高
慢
ち
き

0

0

0

0

な
日
本
政
府
を
憎
々
し
い
と
思
う
の
と
同
程
度
に
、
女
性
嫌
悪
や
盗
撮）
úø
（

―
と
も
に
韓
国
人
女
性
が
強
く
糾
弾
す
る

―
に
ま
み
れ
た
男

性
優
位
社
会
を
き
ら
う
女
性
が
多
い
こ
と
は
容
易
に
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
元
慰
安
婦
の
ハ
ル
モ
ニ
の
人
権
や
名
誉
の
た
め
に
活
動
し
て
き
た
韓
国
挺
身
隊
問
題
対
策
協
議
会
（
現
、
日
本
軍
性
奴
隷
制

問
題
解
決
の
た
め
の
正
義
記
憶
連
帯
。
以
下
「
挺
対
協
」「
正
義
連
」）
は
、
戦
時
性
暴
力
を
な
く
す
た
め
の
国
際
的
な
連
帯
を
志
向
し
て
い
る
。
同
団
体
は

（
��
） 

二
〇
二
〇
年
一
月
現
在
の
締
約
国
は
一
二
三
カ
国
で
あ
る
。
国
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://treaties.un.org/Pages/View

D
etails.aspx?src=TREATY

&
m

tdsg_no=X
V

III-

��&
chapter=��&

clang=_en

）。

（
��
） 

こ
の
点
は
以
下
に
詳
し
い
。
シ
ャ
バ
ス
、
前
掲
『
勝
者
の
裁
き
か
、
正
義
の
追
求
か
』、
第
二
章
。

（
��
） 

開
催
の
経
緯
は
以
下
を
参
照
。
柳
本
祐
加
子
「
２
０
０
０
年
『
女
性
国
際
戦
犯
法
廷
』
と
い
う
経
験

―
第
��
回
山
川
菊
栄
賞
を
受
賞
し
て
」『
学
術
の
動
向
』
日
本
学
術
協
力
財
団
、

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
号
。

（
��
） 

キ
ャ
ロ
ル
・
グ
ラ
ッ
ク
『
戦
争
の
記
憶

―
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
特
別
講
義  

学
生
と
の
対
話
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
一
九
年
、
一
四
五
頁
。

（
��
） 

火
つ
け
役
と
な
っ
た
の
は
チ
ョ
・
ナ
ム
ジ
ュ
『
��
年
生
ま
れ
、
キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
』（
斎
藤
真
理
子
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
で
あ
る
。
彼
女
も
寄
稿
す
る
河
出
書
房
新
社
の
『
文

藝
』
二
〇
一
九
年
秋
季
号
の
特
集
は
「
韓
国
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
・
日
本
」
だ
っ
た
が
、
一
九
三
三
年
の
同
誌
刊
行
以
来
八
六
年
ぶ
り
の
三
刷
と
な
っ
た
。
の
ち
、
同
特
集
は
斎
藤
真
理

子
責
任
編
集
『
完
全
版 

韓
国
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
・
日
本
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
九
年
）
と
し
て
単
行
本
化
さ
れ
た
。

（
��
） 

韓
国
女
性
政
策
研
究
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w.kw

di.re.kr/publications/kw
diBriefView.do?p=�&

idx=������

）。

（
��
） 

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
・
エ
ッ
セ
イ
人
気
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
イ
・
ミ
ン
ギ
ョ
ン
『
私
た
ち
に
は
こ
と
ば
が
必
要
だ

―
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
黙
ら
な
い
』（
す
ん
み 

ほ
か
訳
、
タ
バ
ブ
ッ
ク

ス
、
二
〇
一
八
年
）
の
冒
頭
で
は
、
二
〇
一
六
年
に
江
南
駅
付
近
の
ト
イ
レ
で
起
き
た
女
性
殺
害
事
件
の
犯
人
が
女
性
嫌
悪
者
だ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
韓
国
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に

同
事
件
の
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
ま
た
、
盗
撮
は
韓
国
の
深
刻
な
社
会
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
一
八
年
夏
、
意
趣
返
し
に
男
性
を
盗
撮
し
た
女
性
が
即
逮
捕
さ
れ
た
と
き
、「
普
段
は

迅
速
な
捜
査
を
し
な
い
く
せ
に
」
と
憤
っ
た
女
性
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
デ
モ
に
参
加
し
た
。
こ
れ
は
「
韓
国
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
関
連
デ
モ
で
最
も
大
き
か
っ
た
」（
小
川
た
ま
か
「
痛
み
を

手
が
か
り
に

―
日
本
と
韓
国
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
前
掲
『
文
藝
』、
一
七
九
頁
）。
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「
世
界
市
民
」
を
か
か
げ
て
も
い
て
、
韓
国
人
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
そ
の
分
後
景
に
し
り
ぞ
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
二
〇
一
三
年
か
ら
は
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
中
の
韓
国
軍
兵
士
に
よ
る
民
間
人
虐
殺）

úù
（

や
性
暴
力
を
ベ
ト
ナ
ム
で
学
ぶ
「
ナ蝶ビ
平
和
紀
行
」
の
参
加
者
を
毎
年
つ
の
っ
て
お
り
、
そ
の
旅
程
に
は
現
地

の
生
存
者
へ
の
謝
罪
も
ふ
く
ま
れ
る）

úú 
（

。

　

正
義
連
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
慰
安
婦
だ
っ
た
ハ
ル
モ
ニ
の
「
謝
罪
」
の
こ
と
ば
が
の
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
被
害
者
が
、
自
国
男
性
に
よ
る
加
害
に

つ
い
て
ベ
ト
ナ
ム
の
被
害
者
に
謝
罪
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。

　
　

 

私
も
日
本
軍
に
よ
り
「
慰
安
婦
」
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
韓
国
軍
に
よ
り
性
暴
力
被
害
を
受
け
た
女
性
た
ち
に
、
韓
国
国
民
と
し

て
謝
罪
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
生
き
て
い
る
間
生
活
に
困
ら
な
い
よ
う
、
一
生
懸
命
ナ
ビ
基
金
を
集
め
、
支
援
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
大
き
く

な
る
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
次
の
世
代
に
は
決
し
て
戦
争
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
戦
争
の
な
い
世
界
に
な
る
よ
う
各
国
が
力
を
尽
く
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。（
引
用
者
訳）

úû
（

）

正
義
連
や
ハ
ル
モ
ニ
の
姿
勢
に
は
、
国
境
を
こ
え
て
女
性
の
人
権
向
上
や
戦
時
性
暴
力
の
廃
絶
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
、
た
だ
な
ら
ぬ
意
志
を
見
て
と
れ
る
だ

ろ
う
。

　

ソ
ウ
ル
の
日
本
大
使
館
前
に
お
か
れ
た
平
和
の
少
女
像
（
正
式
に
は
平
和
の
碑
）
を
何
度
か
訪
ね
た
さ
い
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
付
近
で
中
高
生

が
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
の
支
援
活
動
に
熱
心
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
日
本
を
ふ
く
む
海
外
か
ら
の
訪
問
者
が
目
立
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
慰
安
婦
問
題
に

か
か
わ
る
支
援
が
世
代
と
国
境
を
こ
え
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

　

二
〇
一
一
年
、
彫
刻
家
の
金キ

ム
・
ウ
ン
ソ
ン

運
成
・
金キ
ム
・
ソ
ギ
ョ
ン

曙
炅
夫
妻
は
、
日
本
大
使
館
前
で
の
「
水
曜
デ
モ
」
一
〇
〇
〇
回
を
記
念
す
る
挺
対
協
に
依
頼
さ
れ
、
市
民
の
募

金
を
も
と
に
少
女
像
を
制
作
し
た
。
こ
の
像
は
、
お
も
に
一
九
八
〇
年
代
か
ら
権
威
主
義
体
制
（
軍
事
政
権
）
に
抵
抗
し
、
歴
史
の
主
体
た
る
民
衆
の
立
場

を
大
事
に
し
な
が
ら
創
作
す
る
民ミ

ン
ジ
ュ
ン
・
ミ
ス
ル

衆
美
術
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
。「
日
本
の
植
民
地
か
ら
の
解
放
後
、
膿う
み

の
よ
う
に
露
呈
し
た
現
代
韓
国
社
会
の
諸
矛
盾

を
描
き
、
作
品
の
押
収
や
破
壊
、
作
家
の
投
獄
や
拷
問
と
い
う
類
な
き
血
を
流
し
な
が
ら
民
主
主
義
を
か
ち
と
ろ
う
と
し
た
時
代
の
表
象
」
と
し
て
あ
っ
た

民
衆
美
術
の
下
で
は
、
慰
安
婦
に
か
か
わ
る
作
品
も
数
多
く
発
表
さ
れ
て
き
た）

úü
（

。

　

少
女
像
に
か
ぎ
っ
て
み
て
も
、
市
民
の
要
望
を
受
け
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
に
改
め
ら
れ
た
も
の
が
韓
国
各
地
に
六
〇
以
上
建
て
ら
れ
、
一
〇
〇
を
こ
え

る
高
校
の
生
徒
が
あ
ら
た
に
建
て
よ
う
と
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る）

úý
（

。
二
〇
一
九
年
八
月
は
じ
め
に
は
、
ソ
ウ
ル
の
日
本
大
使
館
前
に
あ
る
ブ
ロ
ン
ズ
製
の

も
の
と
同
サ
イ
ズ
で
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
製
の
少
女
像
が
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
９
の
一
部
を
な
す
「
表
現
の
不
自
由
展
・
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そ
の
後
」
に
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
抗
議
の
電
凸

0

0

や
メ
ー
ル
が
あ
い
つ
ぎ
、
安
全
上
の
理
由
も
あ
り
不
自
由
展
は
三
日
で
中
止
と
な
っ
た
。
当
初
よ
せ
ら
れ
た
ク
レ
ー
ム
の
う
ち
半
数

が
、
少
女
像
を
対
象
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う）

úþ
（

。
五
名
か
ら
な
る
不
自
由
展
実
行
委
員
会
の
う
ち
、
岡
本
有
佳
は
慰
安
婦
問
題
に
勢
力
的
に
た
ず
さ
わ
っ

て
き
た
編
集
者
で
あ
る
。
彼
女
を
ふ
く
む
実
行
委
員
が
あ
い
ト
リ
実
行
委
員
会
会
長
の
大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
、
芸
術
監
督
で
あ
る
評
論
家
の
津
田
大
介
に

働
き
か
け
つ
づ
け
、
不
自
由
展
は
一
〇
月
に
六
日
間
の
展
示
を
再
開
し
た
。

　

少
女
像
は
海
を
こ
え
、
も
は
や
歴
史
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
テ
ー
マ
を
日
本
社
会
や
国
際
社
会
に
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
九
年
の
場
合
は
表

現
の
（
不
）
自
由
が
そ
れ
で
あ
っ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
い
か
な
る
問
題
が
提
起
さ
れ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
同
時
に
、
慰
安
婦
問
題
に
か
か
わ
る
普
遍
／
一

般
と
特
殊
／
個
別
と
い
う
二
つ
の
方
向
性
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
岡
本
は
事
件
の
あ
と
、
少
女
像
に
関
す
る
語
り
に
つ
い
て
「
日
本
軍
『
慰
安
婦
』
被

害
を
明
示
せ
ず
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
み
に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
こ
の
作
品
の
原
点
で
あ
る
『
歴
史
と
記
憶
』
を
薄
め
、
植
民
地
支
配
責
任
を
見
え
な
く
す

る
作
用
を
果
た
す
」
と
懸
念
し
て
い
る）

úÿ
（

。
少
女
像
を
、
日
本
や
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
個
別
的
記
憶
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も
っ
と
尊
重
す
べ
き
だ
と

（
��
） 

こ
の
点
は
以
下
に
詳
し
い
。
伊
藤
正
子
『
戦
争
記
憶
の
政
治
学

―
韓
国
軍
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
人
戦
時
虐
殺
問
題
と
和
解
へ
の
道
』
平
凡
社
、
二
〇
一
三
年
、
と
く
に
第
一
・
三
章
。

（
��
） 

正
義
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（w
om

enandw
ar.net/kr

）。

（
��
） 

同
上
。

（
��
） 

古
川
美
佳
『
韓
国
の
民
衆
美
術

―
抵
抗
の
美
学
と
思
想
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
v
～
vii
頁
、
お
よ
び
第
五
章
第
二
節
。

（
��
） 

古
川
、
同
上
、
一
七
四
頁
。

（
��
） 

岡
本
有
佳
「︽
平
和
の
少
女
像
︾（
平
和
の
碑
）
の
願
い
」
岡
本
・
加
藤
圭
木
編
『
だ
れ
が
日
韓
「
対
立
」
を
つ
く
っ
た
の
か

―
徴
用
工
、「
慰
安
婦
」、
そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
』
大
月
書

店
、
二
〇
一
九
年
、
六
七
頁
。

（
��
） 

岡
本
有
佳
「〈
表
現
の
不
自
由
展
・
そ
の
後
〉
中
止
事
件
当
事
者
と
し
て
記
録
す
る
二
七
〇
日
の
断
章
」
岡
本
・
ア
ラ
イ=

ヒ
ロ
ユ
キ
編
『
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
「
展
示
中
止
」
事

件

―
表
現
の
不
自
由
と
日
本
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
六
二
頁
。
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い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

少
女
像
制
作
の
依
頼
者
で
あ
る
正
義
連
も
ま
た
、
日
韓
間
の
慰
安
婦
問
題
解
決
へ
の
固
い
決
意
を
崩
し
て
は
い
な
い
。
そ
の
一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
普

遍
的
に
性
暴
力
被
害
者
の
連
帯
を
め
ざ
す
活
動
も
め
ざ
ま
し
い
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
北
原
み
の
り
は
慰
安
婦
問
題
や
少
女

像
を
一
般
化
し
て
と
ら
え
、「
い
ま
や
若
者
に
と
っ
て
『
慰
安
婦
』
女
性
は
、
人
権
活
動
家
と
し
て
尊
敬
す
べ
き
存
在
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
べ
る）

úĀ
（

。

　

も
ち
ろ
ん
二
つ
の
方
向
性
が
背
反
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
し
、
む
し
ろ
重
な
り
あ
う
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
。
だ
が
同
時
に
考
え
て
お
く
べ
き
は
、
正
義
連

の
活
動
や
少
女
像
の
認
知
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
に
応
じ
て
、
世
界
が
日
韓
の
慰
安
婦
問
題
を
よ
り
相
対
化
し
、
い
っ
そ
う
女
性
の
人
権
向
上
の
ほ
う
と
か

ら
め
て
と
ら
え
る
可
能
性
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
そ
な
え
想
定
し
て
お
き
た
い
の
は
、
歴
史
認
識
の
脱
文
脈
化
で
あ
る
。
社
会
学
者
の
井
上
義
和
は
、
歴
史
の
理
解
で
は
な
く
あ
く
ま
で
自
己
啓
発

を
目
的
と
し
た
知
覧
（
鹿
児
島
県
）
も
う
で
が
人
気
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
う
よ
ぶ
。
訪
問
者
は
特
攻
作
戦
の
基
地
が
あ
っ
た
知
覧
で
、
隊
員
の
心
情

や
悲
劇
に
感
動

0

0

す
る
こ
と
で
、
自
己
啓
発
の
糧
と
す
る）
û÷
（

。
歴
史
を
誠
実
に
学
ぼ
う
と
す
る
者
か
ら
す
れ
ば
不
謹
慎
な
実
践
で
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
市
民
の
歴

史
の
使
い
方
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
脱
文
脈
化
が
慰
安
婦
問
題
周
辺
に
も
あ
ら
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
日
韓
関
係
も
ま
た
何

ら
か
の
か
た
ち
で
新
局
面
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。

　

新
局
面
は
、
正
義
連
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
実
践
を
す
す
め
る
こ
と
を
韓
国
人
男
性
が
支
持
し
き
れ
な
く
な
る
場
合
に
も
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
少

女
像
を
手
が
け
た
夫
妻
は
、
済
州
島
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
人
母
子
像
（「
ベ
ト
ナ
ム
の
ピ
エ
タ
像
」）
の
制
作
者
で
も

あ
る
。
こ
れ
は
、
韓
国
軍
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
で
の
虐
殺
を
記
憶
し
、
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
。

　
　

 

こ
の
像
を
設
置
す
る
場
所
を
求
め
て
、
キ
ム
夫
妻
は
済
州
島
に
た
ど
り
着
い
た
。「
少
女
像
」
と
は
異
な
り
、
自
国
の
歴
史
的
加
害
責
任
を
問
う
像
を
喜

ん
で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
ふ
た
つ
の
像
は
切
り
離
さ
れ
、
片
方
を
支
持
す
る
も
の
の
多
く
は
、

も
う
片
方
を
見
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る）

ûø
（

。

日
本
の
戦
後
史
を
ふ
り
か
え
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
被
害
の
記
憶
に
も
と
づ
く
平
和
主
義
が
か
か
げ
ら
れ
た
の
ち
、
そ
れ
を
加
害
の
記
憶
に
も
と
づ
く
も
の

へ
修
正
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
ま
し
て
や
現
代
韓
国
の
よ
う
に
、
歴
史
上
の
蛮
行
の
主
役
と
し
て
ほ
ぼ
男
性
が
想
定
さ
れ
る
場
合
、
国
内
の
断
層
線
は

い
っ
そ
う
け
わ
し
く
な
る
。

　

だ
と
す
る
と
、
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
を
も
と
に
日
韓
の
保
守
派
が
連
帯
す
る
と
い
う
逆
説
を
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
い
さ
さ
か
こ
っ
け
い
で
は
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あ
る
が
、
現
実
化
し
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
九
年
に
経
済
史
家
の
李イ
・
ヨ
ン
フ
ン

栄
薫
が
編
ん
だ
『
反
日
種
族
主
義
』
は
韓
国
人
の
慰
安
婦
理
解
に
大
幅
な
修
正
を
せ
ま
る
内

容
だ
が
、
韓
国
と
日
本
で
異
例
の
売
れ
ゆ
き
と
な
っ
た）

ûù
（

。
同
書
の
寄
稿
者
は
す
べ
て
男
性
で
、
日
本
版
は
産
経
新
聞
編
集
委
員
の
久
保
田
る
り
子
と
日
本
の

自
虐
史
観
を
批
判
し
て
き
た
西
岡
力
が
編
集
協
力
者
と
な
り
、
文
藝
春
秋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
李
栄
薫
が
校
長
を
つ
と
め
る
李
承
晩
学
堂
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
李
承
晩
Ｔ
Ｖ
」
は
、
早
く
も
日
本
の
保
守
派
の
「
日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
」
に
字
幕
つ
き
で
多
数
紹
介
・
転
載
さ
れ
て
い
る
。

　

李
栄
薫
が
同
書
や
番
組
で
重
視
す
る
の
は
、
自
由
民
主
主
義
国
た
る
韓
国
と
日
本
の
市
民
の
連
帯
で
あ
り
、
こ
れ
は
正
義
連
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
を
も
と

に
世
界
市
民
を
め
ざ
す
こ
と
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
ち
が
う
。
長
ら
く
韓
国
を
取
材
し
て
き
た
毎
日
新
聞
の
澤
田
克
己
は
、
本
書
を
「
リ
ン
グ
の
コ
ー
ナ
ー
に
追
い

詰
め
ら
れ
た
保
守
派
の
弱
小
勢
力
」
に
よ
る
「
文
政
権
へ
の
反
撃
の
一
手
」
と
見
な
し
、「
政
治
闘
争
の
た
め
の
本
」
だ
と
す
げ
な
い
。
澤
田
の
指
摘
す
る
と
お

り
、
同
書
で
は
自
由
韓
国
を
築
い
た
立
役
者
と
し
て
李
承
晩
が
冒
頭
か
ら
持
ち
あ
げ
ら
れ
る
一
方
、
彼
が
大
統
領
だ
っ
た
時
代
の
き
つ
い
反
日
政
策
に
は
ほ
ぼ
言

及
さ
れ
な
い）

ûú
（

。
韓
日
の
連
帯
と
は
い
う
が
、
都
合
の
悪
い
部
分
に
目
を
つ
む
る
こ
と
は
同
書
が
「
反
日
種
族
」
の
常
と
う
手
段
だ
と
批
判
す
る
や
り
方
の
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
を
も
と
に
し
た
日
韓
連
帯
の
輪
郭
は
ま
だ
お
ぼ
ろ
げ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
芽
が
出
て
き
た
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

（
��
） 

北
原
み
の
り
「
日
本
社
会
が
排
除
し
続
け
て
き
た
少
女
」
岡
本
・
ア
ラ
イ
編
、
同
上
、
二
〇
六
頁
。
岡
本
自
身
、
別
の
文
章
で
は
慰
安
婦
問
題
の
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
о
о

運
動
と
呼
応
す
る
こ
と
に
期
待
を
か
け
て
も
い
る
（
岡
本
、
前
掲
「︽
平
和
の
少
女
像
︾（
平
和
の
碑
）
の
願
い
」、
六
九
頁
）。

（
��
） 

井
上
義
和
『
未
来
の
戦
死
に
向
き
合
う
た
め
の
ノ
ー
ト
』
創
元
社
、
二
〇
一
九
年
、
第
三
・
四
章
。

（
��
） 

高
橋
源
一
郎
「
隣
の
国
の
こ
と
を
知
ら
な
い
私
た
ち
」『
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
』
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
九
日
。

（
��
） 

李
栄
薫
編
著
『
反
日
種
族
主
義

―
日
韓
危
機
の
根
源
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
九
年
。
日
本
で
一
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
同
書
の
発
行
部
数
は
、
翌
月
半
ば
時
点
で
三
六
万
部
に
達
し
た

（
文
春
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
〇
日
︹https://bunshun.jp/articles/-/�����

︺）。

（
��
） 「
文
在
寅
大
統
領
ら
韓
国
の
『
進
歩
派
』
に
敵
意
む
き
出
し

―
澤
田
克
己
が
語
る
『
反
日
種
族
主
義
』」
文
春
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
一
日
（https://bunshun.jp/

articles/-/�����

）。
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グ
ロ
ー
バ
ル
な
女
性
の
連
帯
、
多
か
れ
少
な
か
れ
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
を
共
有
し
や
す
い
男
性
や
保
守
派

の
連
帯
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
韓
の
歴
史
問
題
は
今
後
ま
す
ま
す
国
民
間
／
国
家
間
の
対
立
を
相
対

比
し
な
が
ら
新
局
面
へ
達
す
る
は
ず
で
あ
る
。

甘
噛
み
の
け
ん
か

　

民
主
主
義
や
男
女
同
権
の
度
合
い
、
経
済
力
や
首
都
の
魅
力
、
そ
し
て
北
朝
鮮
を
め
ぐ
る
安
全
保

障
環
境
の
悪
化
。
日
韓
両
国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
ち
が
い
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
政
治

的
、
経
済
的
指
標
を
な
ら
べ
た
表
３
に
あ
る
と
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
す
る
と
相
似
性
が

き
わ
だ
つ
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
冷
戦
期
の
東
ア
ジ
ア
に
は
日
本
の
ほ
か
に
自
由
民
主
主
義
国
は
実

質
的
に
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
隣
国
に
成
立
し
た
こ
と
は
、
日
本
の
国
際
環
境
か
ら
す
れ
ば

歓
迎
す
べ
き
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
と
日
韓
関
係
と
な
る
と
な
か
な
か
明
る
い
展
望
が
開

け
な
い
。

　

韓
国
の
視
点
か
ら
す
る
歴
史
問
題
は
先
に
検
討
し
た
と
お
り
だ
が
、
本
節
で
は
日
本
の
側
か
ら
検

討
し
て
み
よ
う
。
ド
イ
ツ
思
想
史
家
の
三
島
憲
一
に
よ
る
と
、
日
本
が
一
九
世
紀
的
な
「
覇
権
」
に

固
執
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
角
で
も
、
今
や
韓
国
車
は
決

し
て
め
ず
ら
し
く
な
い
。
長
年
『
盟
主
』
の
地
位
か
ら
見
下
し
て
き
た
︹
日
本
の
︺
人
々
は
そ
の
こ

と
に
耐
え
ら
れ
な
い
。
耐
え
ら
れ
な
い
ゆ
え
に
認
め
ら
れ
な
い）

ûû
（

」。
彼
の
覇
権
と
い
う
言
い
方
が
適

切
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
、
日
本
が
東
ア
ジ
ア
の
政
治

的
、
経
済
的
な
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
だ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る）

ûü
（

。

　

木
村
忠
正
に
よ
る
ネ
ッ
ト
上
の
言
論
の
分
析
は
、
三
島
の
直
観
と
あ
る
程
度
親
和
的
で
あ
る
。
木

村
に
よ
る
と
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
属
す
る
が
心
理
的
に
満
た
さ
れ
な
い
「
非
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
に

表３　国際指標に見る日本と韓国（単位：位）

೔ຊʢᶈ͸౦ژʣ ʢᶈ͸ι΢ϧʣࠃؖ
ᶃຽओओٛࢦ਺ʢ����ʣ  22  21

ᶄใಓͷࣗ༝౓ʢ����ʣ  67  41

ᶅδΣϯμʔɾΪϟοϓࢦ਺ʢ����ʣ 121 108

ᶆҰਓ౰ͨΓ GDPʢUSυϧɺ����ʣ  26  28

ᶇਓؒ։ൃࢦ਺ʢ����ʣ  19  22

ᶈੈքͷ౎ࢢ૯߹ྗʢ����ʣ  3  7

ग़యɿ ҎԼΛ΋ͱʹචऀ࡞੒ɻᶃ Economist Intelligence Unit, Democracy Index 2018: Me Too? (https://www.
HLX�FRP�WRSLF�GHPRFUDF\-LQGH[���ᶄ Reporters without Borders, 2019 World Press Freedom Index (https://
UVI�RUJ�HQ�UDQNLQJ���ᶅWorld Economic Forum, Global Gender Gap Report 2020 (http://www�.weforum.
org/docs/WEF_GGGR_�����SGI���ᶆ IMF, World Economic Outlook, October 2019 (https://www.imf.org/
external/pubs/ft/weo/����/���ZHRGDWD�LQGH[�DVS[�� ᶇ UNDP, Human Development Data (http://hdr.undp.
RUJ�HQ�GDWD��ᶈMori Memorial Foundation, Global Power City Index 2019 (http://mori-m-foundation.or.jp/
pdf/GPCI����BVXPPDU\�SGI��
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よ
る
ネ
ッ
ト
投
稿
は
、
第
一
に
韓
国
や
中
国
へ
の
憤
り
、
第
二
に
「
弱
者
利
権
」
を
不
当
に
享
受
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
障
が
い
者
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
国
内

の
少
数
派
を
ふ
く
む
）
へ
の
違
和
感
を
お
も
な
動
機
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヤ
フ
ー
コ
メ
ン
ト
で
は
一
部
の
者
が
差
別
的
な
内
容
を
量
産
し
が
ち
な
の
に
対

し
、
リ
ベ
ラ
ル
志
向
の
者
は
コ
メ
ン
ト
を
ひ
か
え
る
傾
向
に
あ
る）

ûý
（

。
こ
の
分
析
を
も
と
に
す
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
右
翼
の
存
在
は
実
体
よ
り
大
き
く
見
え
て
い
る

だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
彼
ら
の
過
激
な
言
動
に
あ
お
ら
れ
て
反
韓
・
嫌
中
の
傾
向
を
持
つ
よ
う
に
な
る
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
が
い
て
も
お
か
し
く

は
な
い
。

　

一
部
の
日
本
人
か
ら
す
る
と
、
表
３
に
あ
る
と
お
り
元
植
民
地
の
国
が
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本
と
肩
を
な
ら
べ
る
と
は
、
不
都
合
な
事
実
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
評
論
家
の
橘
玲
は
、
あ
け
す
け
に
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。

　
　

 

ネ
ト
ウ
ヨ
が
中
国
や
韓
国
に
異
常
に
こ
だ
わ
る
理
由
は
「
歴
史
問
題
」
だ
け
で
な
く
、「
ア
ジ
ア
で
（
あ
る
い
は
有
色
人
種
で
）
も
っ
と
も
優
れ
た
民

族
」
と
い
う
日
本
人
の
優
越
感
を
彼
ら
が
脅
か
す
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
白
人
（
欧
米
）
へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
裏
返
し
で
も
あ
る
こ
と
は
、
ア
メ

リ
カ
人
の
著
者
が
書
い
た
嫌
韓
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
よ
く
わ
か
る
。）

ûþ
（

大
多
数
の
日
本
人
は
良
心
的
で
、
穏
健
で
あ
る
。
日
本
人
の
か
か
げ
て
き
た
平
和
主
義
を
馬
鹿
に
し
て
も
ら
っ
て
は
困
る

―
そ
う
し
た
言
も
し
ば
し
ば
聞

こ
え
て
く
る
が
、
街
場
の
一
部
の
人
間
が
、
同
じ
国
に
住
む
う
っ
と
う
し
い
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
ゴ
キ
ブ
リ

0

0

0

0

と
表
象
し
て
の
け
る
世
情
で
も
あ

る
点
は
や
は
り
注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
��
） 

三
島
憲
一
「
醜
悪
で
滑
稽
な
覇
権
志
向
」『
世
界
』
二
〇
二
〇
年
一
月
号
、
一
五
九
頁
。

（
��
） 

手
塚
治
虫
『
き
り
ひ
と
賛
歌
』（
第
一
巻
、
小
学
館
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
八
七
頁
。
初
出
：
一
九
七
〇
―
一
七
一
年
）
に
は
、
南
ア
フ
リ
カ
に
出
張
し
た
日
本
人
医
師
占
部
が
、
現
地

で
「
特
別
白
人
」
と
し
て
遇
さ
れ
る
コ
マ
が
あ
る
。

（
��
） 

木
村
忠
正
「『
ネ
ッ
ト
世
論
』
で
保
守
に
叩
か
れ
る
理
由

―
実
証
的
調
査
デ
ー
タ
か
ら
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
八
年
一
月
号
、
一
三
四
頁
。
同
『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー

―
Ｎ
Ｃ
研
究
の
質
的
方
法
と
実
践
』
新
曜
社
、
二
〇
一
八
年
、
二
八
二
～
二
八
九
頁
。

（
��
） 

橘
玲
『
朝
日
ぎ
ら
い

―
よ
り
よ
い
世
界
の
た
め
の
リ
ベ
ラ
ル
進
化
論
』
朝
日
新
書
、
二
〇
一
八
年
、
七
七
頁
。
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こ
こ
で
右
の
検
討
の
傍
証
と
な
る
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
嫌
韓
感
情
の
高

ま
り
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
�
を
見
る
と
、
二
〇
一
三
年
段
階
で
の
日
本

人
の
誇
り
は
、
お
お
む
ね
一
九
八
〇
年
代
前
半
の
バ
ブ
ル
期
に
と
ど
く
水
準

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、「
日
本
は
一
流
国
だ
」
と
答
え
た
者
の

割
合
は
三
〇
歳
以
下
を
ふ
く
め
ほ
と
ん
ど
の
世
代
で
五
割
を
超
え
て
い
る
。

「
日
本
人
は
、
他
の
国
民
に
比
べ
て
、
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
素
質
を
も
っ
て
い

る
」
と
答
え
た
者
の
割
合
は
、
実
に
七
割
に
と
ど
く
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
そ

れ
と
は
別
に
、
内
閣
府
の
世
論
調
査
（
二
〇
一
九
年
実
施
）
で
は
、
韓
国
に

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
親
し
み
を
感
じ
な
い
」「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
と
回

答
し
た
者
の
割
合
は
七
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
前
年
の
五
八
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
大
幅
に
上
が
っ
た）

ûÿ
（

。
こ
れ
は
七
八
年
の
調
査
開
始
以
来
も
っ
と
も
高
い

が
、
歴
史
問
題
に
ま
つ
わ
る
経
済
問
題
や
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
（
軍
事
情
報
包
括

保
護
協
定
）
問
題
が
尾
を
ひ
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

　

政
治
学
者
の
ヤ
シ
ャ
・
モ
ン
ク
は
、
欧
米
で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
高
ま
る
背

景
と
し
て
、
移
民
問
題
や
経
済
格
差
に
不
満
を
お
ぼ
え
る
若
者
の
支
持
が
あ

つ
い
こ
と
を
あ
げ
る）

ûĀ
（

。
だ
が
欧
米
と
は
ち
が
い
、
正
式
な
移
民
が
か
た
く
な

な
ま
で
に
否
定
さ
れ
る
日
本
で
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は

な
い
。
日
本
で
嫌
韓
ム
ー
ド
が
明
ら
か
に
高
ま
っ
て
き
た
点
は
た
し
か
に
無

視
で
き
な
い
の
だ
が
、
そ
の
一
方
、
最
近
二
〇
年
で
韓
流
文
化
が
す
っ
か
り

市
民
権
を
得
て
き
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

先
に
見
た
内
閣
府
の
世
論
調
査
結
果
を
分
析
す
る
と
、「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
親
し
み
を
感
じ
な
い
」「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
と
回
答
し
た
男
性
は
お
よ

表４　日本人のナショナリズムの推移

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

8 0

7 3 7 8 8 3 8 8 9 3 9 8 0 3 0 8 1 3

日本人は、他の国民に比べて、きわめてすぐれた素質をもっている
日本は一流国だ
今でも日本は、外国から見習うべきことが多い

（年）

（% ）

ग़యɿNHK์ૹจԽڀݚॴฤʰݱ୅೔ຊਓͷҙࣝߏ଄ʱୈീ൛ɺNHKϒοΫεɺ���� ೥ɺ��� ทɻ
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そ
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
一
方
、
女
性
は
そ
れ
よ
り
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
回
答
の
年
代
別
割
合
を
見
て
み
る
と
、
四
〇

歳
以
上
は
七
割
超
で
、
七
〇
歳
以
上
は
実
に
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
し
て
い
る
。
一
方
、
一
八
～
二
九
歳
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
に
と
ど
ま
る
。
ま
さ
に
女

性
や
若
者
の
ほ
う
が
韓
国
文
化
に
親
し
ん
で
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
沿
う
結
果
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
す
る
と
韓
国
の
文
化
的
な
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
対
韓

感
情
悪
化
の
さ
さ
や
か
な
歯
止
め
に
な
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

日
本
の
若
者
は
、
韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
若
者
が
使
い
は
じ
め
た
黒
色
マ
ス
ク
を
好
ん
で
買
う
。
男
女
問
わ
ず
韓
国
の
若
者
の
メ
イ
ク
を
ま
ね
す
る
。
Ｂ

Ｔ
Ｓ
や
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
ハ
マ
る
。
ソ
ウ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
、
語
学
留
学
の
み
な
ら
ず
ダ
ン
ス
留
学
も
す
る
。
い
か
に
左
右
の
勢
力
が
歴
史
問
題
に

没
頭
し
、
正
し
い
認
識
を
め
ぐ
っ
て
応
酬
し
、
若
者
を
教
化
す
る
に
努
め
よ
う
と
、
と
う
の
本
人
か
ら
す
れ
ば
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
（
実
際
に
日

韓
の
近
現
代
史
を
よ
く
知
ら
な
い
者
は
多
い
）。
歴
史
問
題
は
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
実
用
的
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
で
あ
り
、
正
し
さ
と
実
用
性
は
必
ず
し
も
両
立
し
な

い
の
で
あ
る
。

　

レ
イ
ヴ
と
ウ
ェ
ン
ガ
ー
の
古
典
的
理
論）

ü÷
（

に
し
た
が
っ
て
い
え
ば
、
日
本
の
若
者
に
と
っ
て
歴
史
問
題
の
理
解
は
社
会
に
参
入
す
る
た
め
の
正
統
な
学
び
と

と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
周
囲
に
い
る
少
し
上
の
先
輩
や
大
人
た
ち
が
注
目
す
る
隣
国
の
文
化
に
み
ず
か
ら
足
を
踏
み
い
れ
る
ほ
う
が
、
よ
ほ
ど
理

に
か
な
っ
て
い
る

―
仮
説
的
に
は
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
先
に
見
た
と
お
り
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
が
高
い
こ
と
、
隣
国
の
文
化
に
ア
レ

ル
ギ
ー
な
く
接
す
る
こ
と
、
社
会
、
政
治
、
歴
史
の
問
題
に
さ
ほ
ど
関
心
が
な
い

0

0

こ
と
が
若
者
の
う
ち
に
鼎
立
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
対
韓
感
情
の
決

定
的
悪
化
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
��
） 

内
閣
府
「
外
交
に
関
す
る
世
論
調
査
（
令
和
元
年
��
月
調
査
）」（https://survey.gov-online.go.jp/r��/r��-gaiko/index.htm

l

）。

（
��
） 

ヤ
シ
ャ
・
モ
ン
ク
、
聞
き
手
：
吉
田
徹
・
武
田
宏
子
「
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
い
か
に
維
持
す
る
か
」『
世
界
』
二
〇
二
〇
年
一
月
号
、
九
四
～
九
五
頁
。

（
��
） 

ジ
ー
ン
・
レ
イ
ヴ
、
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ウ
ェ
ン
ガ
ー
『
状
況
に
埋
め
込
ま
れ
た
学
習

―
正
統
的
周
辺
参
加
』
佐
伯
胖
訳
、
産
業
図
書
、
一
九
九
三
年
。
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日
本
と
諸
外
国
の
三
〇
歳
以
下
を
対
象
と
し
た
二
〇
一
八
年
の
調
査
の
一
部
を
表
５
に
見
て
み
る
と
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
日
本
人
の
ほ
う
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
自
国
の
政
治
や
社
会
へ
の
関
心
は
韓
国
人
の
ほ

う
が
い
ち
じ
る
し
く
高
い
。
ま
た
、
公
共
的
な
問
題
に
対
す
る
有
効
感
覚
（H൶

FDF\

）
も
韓
国
の
ほ
う
が
お
よ
そ

一
五
ポ
イ
ン
ト
上
で
あ
り
、
移
行
期
の
正
義
を
経
た
韓
国
で
の
市
民
運
動
や
デ
モ
の
根
づ
き
方
を
裏
づ
け
る
。

　

こ
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
日
韓
の
歴
史
問
題
が
、
そ
の
圏
外
に
い
る
と
も
い
う
べ
き
日
本
の
若
者
に
お
よ
ぼ
す

イ
ン
パ
ク
ト
は
や
は
り
限
定
的
だ
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
と
歴
史
問
題
に
関
し
て
は
左
右
や
日

韓
両
政
府
の
対
立
は
い
ぜ
ん
熱
い
。
そ
う
で
あ
る
ほ
ど
、
日
本
の
若
者
は
歴
史
問
題
を
敬
遠
す
る
。
歴
史
や
被
害

者
に
真
剣
な
思
い
を
よ
せ
る
人
び
と
か
ら
す
れ
ば
も
ど
か
し
く
は
あ
る
が
、
こ
の
世
代
に
は
対
韓
感
情
の
決
定
的

悪
化
の
歯
止
め
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
そ
う
な
だ
け
に
、
必
ず
し
も
嘆
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

橘
の
こ
と
ば
に
あ
っ
た
よ
う
に
、「
ア
メ
リ
カ
人
の
著
者
が
書
い
た
嫌
韓
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い

る
」
こ
と
は
保
守
派
の
中
高
年
男
性
に
は
慶
賀
す
べ
き
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
の
本

が
書
店
に
平
積
み
さ
れ
て
い
よ
う
と）

üø
（

、
書
店
離
れ
が
す
す
む
若
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
と
ぼ
し
い
。
若
者
の
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
は
も
は
や
ア
メ
リ
カ
で
は
な
く
、
飛
行
機
で
二
時
間
の
隣
国
に
い
る
ケ
ー
ス
の
ほ
う
が
多
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
若
者
の
大
半
が
し
ら
け
て
い
る
と
し
て
も
な
お
、
左
右
と
日
韓
の
歴
史
戦
は
つ
づ
く
。
こ

の
戦
の
背
後
に
は
、
北
朝
鮮
と
ア
メ
リ
カ
に
先
ん
じ
て
リ
ア
ル
な
日
韓
戦
争
が
起
き
る
は
ず
は
な
い
と
の
安
心
感

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
か
血
が
流
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
踏
み
、
歴
史
問
題
を
デ
ィ
ベ
ー
ト）

üù
（

感
覚
で
楽

し
む
側
面
さ
え
保
守
派
の
一
部
に
は
見
て
と
れ
る
。
あ
た
か
も
彼
ら
の
歴
史
戦
は
、
甘
噛
み
の
け
ん
か
の
よ
う
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
ゴ
キ
ブ
リ
が
す
ぐ
れ
た
ス
プ
レ
ー
で
瞬
殺
さ
れ
る
こ
の
国
で
、
本
当
に
だ
れ
も
死
な
な
い
と

確
信
し
て
い
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

あ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
ゴ
キ
ブ
リ
と
表
象
す
る
こ
と
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
ク
ラ
イ
ム
の
文
脈
で
は
わ
り
と

あ
り
ふ
れ
て
い
る
。
一
九
九
四
年
の
ル
ワ
ン
ダ
虐
殺
に
さ
い
し
、
フ
ツ
族
は
ツ
チ
族
を
ゴ
キ
ブ
リ
と
さ
げ
す
ん

だ
。
二
〇
一
五
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
、
ケ
イ
テ
ィ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
が
対
英
移
民
を
こ
う
よ
ん
で
捨

表５　日本と韓国の若者（13 歳〜 29 歳）の政治・社会意識（2018 年／単位：％）

೔ຊ ࠃؖ
ᶃࣗࠃਓͰ͋Δ͜ͱʹތΓΛ͍ͯͬ࣋Δ 61.2 53.1

ᶄࣗࠃͷͨΊʹ໾ཱͭͱ͏ࢥΑ͏ͳ͜ͱΛ͍ͨ͠ 47.8 38.7

ᶅ੓࣏ʹؔ৺͕͋Δ 43.5 53.9

ᶆࣾձΛΑΓΑ͘͢ΔͨΊɺࢲ͸ࣾձʹ͓͚Δ໰୊ͷղܾʹؔ༩͍ͨ͠ 42.2 68.4

ᶇࢲͷࢀՃʹΑΓɺม͑ͯ΄͍ࣾ͠ձݱ৅͕গ͠ม͑ΒΕΔ͔΋͠Εͳ͍ 32.5 47.3

උߟɿ ᶃᶄ͸ʮ͸͍ʯͷׂ߹ɺᶅ͸ʮඇৗʹؔ৺͕͋ΔʯʮͲͪΒ͔ͱ͍͑͹ؔ৺͕͋Δʯͷ߹ܭɺᶆᶇ
͸ʮͦ͏͏ࢥʯʮͲͪΒ͔ͱ͍͑͹ͦ͏͏ࢥʯͷ߹ܭΛͦΕͧΕࣔͨ͠ɻ

ग़యɿ ҎԼΛ΋ͱʹචऀ࡞੒ɻ಺ֳ෎ʮզ͕ࠃͱॾ֎ࠃͷएऀͷҙࣝʹؔ͢Δௐࠪʢฏ੒ �� ೥౓ʣʯ 
ʢhttps://www�.cao.go.jp/youth/kenkyu/ishiki/h��/pdf-index.htmlʣɻ
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て
、
物
議
を
か
も
し
た）
üú
（

。

　

冷
戦
当
初
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
病
原
菌
」
と
見
な
し
た
共
産
主
義
を
体
内
（
国
家
内
）
に
入
れ
な
い
／
か
ら
排
除
す
る
と
の
発
想
が
あ
っ
た
。
国
務
省
で

対
ソ
政
策
を
練
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン
が
、
封
じ
こ
め
（containm

ent

）
と
い
う
疫
学
の
こ
と
ば
を
使
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
。
こ
う
し
た
隠
メ
タ
フ
ァ
ー喩

の
下
で
は
、「
囲
い
込
ま
れ
た
身
体
に
異
物
が
侵
入
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
異
物
は
直
ち
に
外
科
手
術

0

0

0

0

に
よ
っ
て
切
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」（
傍
点
原
文
）

と
の
規
範
が
み
ち
び
か
れ
る）

üû
（

。
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
に
う
ず
ま
い
た
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
（
赤
狩
り
）
は
そ
の
実
践
例
で
あ
り
、
当
時
共
産
主

義
者
あ
る
い
は
そ
う
と
見
な
さ
れ
た
者
は
、
ま
さ
に
現
代
の
移
民
や
難
民
に
あ
た
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　

日
本
で
は
「
腐
っ
た
ミ
カ
ン
」
の
ほ
う
が
一
般
的
で
あ
る

―
「
腐
っ
た
ミ
カ
ン
が
一
つ
で
も
あ
る
と
、
箱
の
な
か
の
ミ
カ
ン
は
み
ん
な
腐
っ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
、
ほ
か
の
ミ
カ
ン
を
助
け
る
た
め
に
は
、
腐
っ
た
ミ
カ
ン
を
つ
ま
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

üü
（

」。
思
想
家
の
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
の
場
合

は
、
世
界
で
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
が
癌が

ん

と
よ
ば
れ
て
き
た
歴
史
に
注
目
し
た）
üý
（

。

　

レ
ト
リ
ッ
ク
研
究
者
の
佐
藤
信
夫
の
い
う
と
お
り
、
直
喩
よ
り
も
隠
喩
の
ほ
う
が
受
け
手
の
想
像
力
を
必
要
と
す
る
だ
け
に
、
ゲ
ー
ム
性
が
強
い
。
だ
か

（
��
） 

近
年
、
彼
を
保
守
論
壇
の
プ
リ
ン
ス
と
し
て
仕
立
て
あ
げ
た
の
は
日
本
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
。「
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
現
象
」
を
特
集
す
る
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本

版
』（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
三
〇
日
号
）
を
参
照
。

（
��
） 

倉
橋
耕
平
『
歴
史
修
正
主
義
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

―
��
年
代
保
守
言
説
の
メ
デ
ィ
ア
文
化
』
青
土
社
、
二
〇
一
八
年
、
第
二
章
。

（
��
） 

ジ
グ
ム
ン
ト
・
バ
ウ
マ
ン
『
自
分
と
は
違
っ
た
人
た
ち
と
ど
う
向
き
合
う
か

―
難
民
問
題
か
ら
考
え
る
』
伊
藤
茂
訳
、
青
土
社
、
二
〇
一
七
年
、
八
八
頁
。

（
��
） 

永
井
陽
之
助
『
冷
戦
の
起
源
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
、
二
二
～
二
三
頁
。

（
��
） 『
３
年
Ｂ
組
金
八
先
生
』
第
二
シ
リ
ー
ズ
第
五
回
「
腐
っ
た
ミ
カ
ン
の
方
程
式
・
そ
の
１
」、
小
山
内
美
江
子
脚
本
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
一
九
八
〇
年
。
も
っ
と
も
、
桜
中
学
に
転
校
し
た
加
藤

優
（
直
江
喜
一
）
に
つ
い
て
こ
う
の
べ
た
荒
谷
二
中
の
米
倉
教
諭
は
、「
い
や
し
か
し
、
腐
っ
た
ミ
カ
ン
は
あ
く
ま
で
も
ミ
カ
ン
で
、
人
間
じ
ゃ
な
い
。
ま
し
て
、
人
間
の
精
神
が
一
五
や

一
六
で
腐
り
果
て
る
わ
け
が
な
い
。
私
自
身
、
そ
う
考
え
て
や
っ
て
き
ま
し
た
」
と
つ
づ
け
る
。
こ
こ
に
小
山
内
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
表
出
し
て
い
る
こ
と
を
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
��
） 

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
『
隠
喩
と
し
て
の
病
い
』
富
山
太
佳
夫
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
二
年
。
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ら
こ
そ
、
形
式
や
決
ま
り
文
句
に
あ
き
た
ら
な
い
表
現
者
や
思
想
家
は
、
人
び
と
の
共
感
を
よ
ぶ
隠
喩
を
あ
ら
た
に
生
み
だ
そ
う
と
し
て
き
た
。
そ
う
し
た

芸
術
的
野
心
と
、「
喧
嘩
の
際
に
な
る
べ
く
憎
々
し
い
表
現
︹
隠
喩
︺
を
工
夫
す
る
子
ど
も
の
心
の
動
き
」
と
は
、
ま
っ
た
く
等
価
で
あ
る）

üþ
（

。

　

け
ん
か
に
際
し
た
隠
喩
の
発
明）

üÿ
（

。
二
一
世
紀
の
日
本
の
排
外
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
ゴ
キ
ブ
リ

0

0

0

0

と
し
て
の
在
日
コ
リ
ア
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
隠
喩
と
し
て

の
癌
は
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
外
れ
て
い
る
癌
患
者
を
も
傷
つ
け
る
が
、
普
遍
的
害
虫
と
も
い
う
べ
き
ゴ
キ
ブ
リ
と
さ
げ
す
め
ば
、
当
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
ほ

か
は
傷
つ
け
な
い
で
す
む
。
か
つ
、
こ
の
隠
喩
が
直
観
に
う
っ
た
え
る
イ
メ
ー
ジ
は
黒
光
り
し
て
い
る
。
鳥
肌
を
立
た
せ
、
悪
だ
く
み
を
も
っ
て
飛
翔
し
、

し
ぶ
と
く
、
刹
那
に
増
殖
し
、
排
除
に
値
す
る
。
ネ
ッ
ト
右
翼
の
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
在
日
特
権

0

0

0

0

を
持
つ
と
さ
れ
る
特
別
永
住
者
の
在
日
コ
リ
ア
ン
だ
が
、

そ
の
数
は
減
る
一
方
だ
か
ら
、
増
殖
す
る
と
の
い
わ
れ
は
な
い
。
し
か
し
そ
ん
な
些
末
な
こ
と
を
隠
喩
の
使
い
手
は
問
題
と
し
な
い
。
数
が
減
り
ゆ
く
在
日

は
目
下
の
と
こ
ろ
、
隠
喩
と
し
て
の
ス
リ
ッ
パ
に
最
大
限
注
意
を
は
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
実
存
上
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
で
は
、
命
を
守
る
べ

き
在
日
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
後
の
歴
史
戦
に
ど
う
向
き
あ
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

お
守ま

も

り
と
し
て
の
歴
史

　

韓
国
の
歴
史
家
林イ
ム
・
ジ
ヒ
ョ
ン

志
弦
に
よ
る
と
、「
世
襲
的
犠
牲
者
意
識
」
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
け
た
韓
国
人
は
、
か
つ
て
虐
げ
ら
れ
た
こ
と
を
「
神
聖
化
」

し
、
今
日
ま
で
日
本
人
を
「
世
襲
的
加
害
者
」
と
と
ら
え
が
ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
韓
国
人
の
態
度
は
日
本
の
修
正
主
義
的
な
歴
史
観
と
ぶ
つ
か
り
あ
い
、

双
方
の
信
念
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
彼
が
期
待
す
る
の
は
、
在
日
韓
国
人
で
あ
る）

üĀ
（

。
歴
史
問
題
を
日
韓
の
国
民
が
収
拾
す
る
こ
と
は
む
ず

か
し
い
か
ら
、
独
善
的
な
両
国
民
の
立
場
に
く
み
し
な
い
在
日
に
、
歴
史
の
調
整
役
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
提
案
は
、
や
ぶ
の
奥
に
迷
い
こ
ん
だ
ボ
ー
ル
を
拾
っ
て
こ
い
と
の
酷
な
指
示
と
も
と
れ
る
し
、
在
日
に
と
っ
て
は
重
荷
で
し
か
な
い
。
だ
が
、
こ
こ

で
あ
え
て
在
日
の
一
人
と
し
て
や
ぶ
中
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。
先
に
確
認
し
た
木
村
忠
正
の
研
究
に
し
た
が
え
ば
、
ネ
ッ
ト
右
翼
の
か
か
え
る
中
国
・
韓
国

へ
の
反
発
は
そ
の
ま
ま
「
在
日
特
権
」
バ
ッ
シ
ン
グ
、
ひ
い
て
は
障
が
い
者
や
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
「
弱
者
利
権
」
バ
ッ
シ
ン
グ

に
直
結
し
や
す
い
。
だ
と
す
る
と
、
在
日
の
み
な
ら
ず
大
多
数
の
良
心
的
な
日
本
人
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
ク
ラ
イ
ム
の
犠
牲
と
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
希

望
の
歴
史
を
と
も
に
織
り
な
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
カ
ロ
リ
ン
・
エ
ム
ケ
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
排
斥
や
憎
悪

に
あ
ら
が
う
戦
術
と
し
て
「
幸
せ
の
物
語
」
を
語
る
こ
と
を
提
唱
す
る）

ý÷
（

。
日
本
人
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
、
あ
る
い
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
同
士
が
愛
し
あ
い
、
助
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け
あ
い
、
傷
を
な
め
あ
う
歴
史
・
現
在
・
未
来
は
確
実
に
あ
っ
た
し
、
あ
る
し
、
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
と
も
に
ふ
り
か
え
り
、
掘
り
起
こ
し
、
展
望
す
る

こ
と
は
、
在
日
に
と
っ
て
死
を
避
け
る
た
め
の
お
守
り
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

今
世
紀
初
頭
、
人
類
学
者
の
保
苅
実
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
長
老
た
ち
が
事
実
と
し
て
と
う
て
い
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
信
じ
、
そ
れ
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
核
と
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た）

ýø
（

。
こ
の
例
に
か
ぎ
ら
ず
、
市
井
の
人
び
と
は
み
ず
か
ら
の
歴
史
観
を
あ
る
種
勝
手
に
形
成
し
、
そ
れ
を
生
き
る
糧

に
し
て
い
る
。
保
苅
は
そ
う
し
た
い
と
な
み
を
「
歴
史
す
る
こ
と
」（doing history

）
と
呼
ん
だ
。
学
校
教
育
を
離
れ
た
あ
と
も
、
日
々
我
々
は
知
ら
ず
と

歴
史
し
て
い
る

0

0

0

0

。
し
ば
し
ば
独
特
な
解
釈
を
加
え
な
が
ら
過
去
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
で
自
己
を
肯
定
し
、
現
在
を
と
ら
え
未
来
を
見
す
え
る
。
一
九
七
〇
年

代
以
後
の
言
語
論
的
転
回
に
も
と
づ
く
構
築
主
義
を
受
容
し
た
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
市
民
に
よ
る
物
語
（narrative

）
と
し
て
の
歴
史
は
決
し
て
無
視
で
き
な

い
し
、
む
し
ろ
尊
重
す
べ
き
い
と
な
み
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
つ
か
さ
ど
る
支マ

ス
タ
ー
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ

配
的
な
物
語
に
抗
し
た
り
、
そ
れ
を
相
対
化
す
る
た
め
に

も
、
対カ

ウ
ン
タ
ー
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ

抗
的
な
物
語
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
。

（
��
） 

佐
藤
信
夫
『
レ
ト
リ
ッ
ク
感
覚
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
二
年
、
一
三
〇
頁
。

（
��
） 

文
学
研
究
者
の
金
哲
は
、
韓
国
に
お
け
る
「
親
日
派
」
と
い
う
語
も
隠
喩
と
化
し
つ
つ
あ
る
と
示
唆
す
る
。「
二
〇
〇
〇
年
代
以
後
、
韓
国
社
会
で
一
層
高
揚
し
た
親
日
派
清
算
の
運
動

は
、
異
端
者
を
粛
清
せ
ん
と
す
る
社
会
的
な
衛
生
観
念
を
、
国
家
権
力
の
力
に
よ
っ
て
実
行
し
よ
う
と
す
る
点
で
、
そ
れ
以
前
の
親
日
派
清
算
と
は
質
的
に
区
別
さ
れ
る
退
行
的
な
姿

を
さ
ら
け
だ
し
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
」（
金
哲
「
抵
抗
と
絶
望

―
主
体
な
き
主
体
に
向
か
っ
て
」
浅
野
豊
美
ほ
か
編
著
『
対
話
の
た
め
に

―
「
帝
国
の
慰
安
婦
」
と
い
う

問
い
を
ひ
ら
く
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
三
二
二
頁
）。

（
��
） 

林
志
弦
「『
世
襲
的
犠
牲
者
』
意
識
と
脱
植
民
地
主
義
の
歴
史
学
」
三
谷
博
ほ
か
編
『
東
ア
ジ
ア
歴
史
対
話

―
国
境
と
世
代
を
越
え
て
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
一
七
九
頁
。

（
��
） 

カ
ロ
リ
ン
・
エ
ム
ケ
『
憎
し
み
に
抗
っ
て

―
不
純
な
も
の
へ
の
賛
歌
』
浅
井
晶
子
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
八
年
、
一
八
五
頁
。

（
��
） 

保
苅
実
『
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
歴
史
実
践
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
八
年
（
初
出
：
二
〇
〇
四
年
）。
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と
は
い
え
、
こ
う
し
た
歴
史
哲
学
的
背
景
を
も
つ
今
世
紀
初
頭
の
保
苅
の
問
い
か
け
は
、
正
統
的
な
歴
史
学
か
ら
は
閑
却
さ
れ
る
の
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
。

一
九
世
紀
か
ら
つ
づ
く
歴
史
実
証
主
義
の
立
場
は
、
史
料
批
判
を
は
じ
め
と
す
る
き
わ
め
て
厳
格
な
歴
史
的
思
考）

ýù
（

を
も
っ
て
、
歴
史
的
事
実
を
客
観
的
に
さ

だ
め
よ
う
と
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
歴
史
家
は
、
市
民
や
ア
マ
チ
ュ
ア
が
手
前
勝
手
な
歴
史
を
織
り
な
す
こ
と
を
当
然
白
眼
視
し

や
す
い
。
そ
の
弊
害
の
最
右
翼
と
見
な
さ
れ
て
き
た
の
が
、
国
民
と
し
て
の
誇
り
を
前
面
に
押
し
だ
し
が
ち
な
歴
史
修
正
主
義
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
百
田

尚
樹
の
『
永
遠
の
０
』
や
『
日
本
国
紀
』
な
ど
の
一
連
の
作
品
は
そ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
近
年
で
は
日
本
中
世
史
家
の
呉
座
勇
一
が

『
日
本
国
紀
』
を
強
く
批
判
し
て
い
る）

ýú
（

。

　

こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
非
専
門
家
た
る
市
民
た
ち
の
歴
史
す
る

0

0

い
と
な
み
を
誰
も
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
こ

と
修
正
主
義
的
だ
と
見
な
さ
れ
る
見
解
が
世
間
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
点
は
否
定
で
き
な
い
。
修
正
主
義
的
な
歴
史
こ
そ
が
市
民
の

あ
い
だ
で
支
配
的
な
物
語
と
し
て
拡
散
し
つ
つ
あ
る
一
方
、
歴
史
実
証
主
義
の
側
か
ら
の
批
判
は
、
そ
れ
が
い
か
に
ま
じ
め
で
誠
実
だ
と
し
て
も
市
民
の
心

に
ひ
び
き
に
く
い
。
か
つ
、
矜
持
を
も
つ
プ
ロ
の
歴
史
家
が
高
み
か
ら

0

0

0

0

批
判
し
て
き
た
と
し
て
も
、
修
正
主
義
者
と
し
て
は
あ
ま
り
痛
手
で
は
な
い
。
そ
も

そ
も
市
民
や
修
正
主
義
者
が
み
ず
か
ら
の
歴
史
観
を
形
づ
く
る
に
あ
た
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
く
な
く
、
プ
ロ
の
歴
史
家
と
は
立

つ
土
俵
が
ち
が
う
か
ら
で
あ
る
。

　

関
東
大
震
災
に
さ
い
し
た
朝
鮮
人
虐
殺
の
歴
史
に
都
知
事
や
都
民
の
多
く
が
向
き
あ
わ
な
く
な
っ
た
。
戦
前
か
ら
戦
中
の
朝
鮮
人
労
働
者
の
存
在
を
示
す

碑
が
日
本
各
地
か
ら
撤
去
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
高
生
か
ら
老
年
世
代
ま
で
在
日
特
権
な
る
存
在
を
信
じ
る
者
が
増
え
た
。
あ
げ
く
、
在
日
の
命
に
ス

リ
ッ
パ
が
せ
ま
る
時
代
と
な
っ
た
。

　

だ
と
す
る
と
命
を
守
る
た
め
に
は
、
国
民
な
ら
ぬ
市
民
と
し
て
在
日
み
ず
か
ら
が
修
正
主
義
的
な
歴
史
像
を
克
服
す
る
、
あ
る
い
は
相
対
化
す
る
よ
う
な

歴
史
実
践
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
露
骨
に
い
え
ば
、
支
配
的
な
物
語
と
化
し
つ
つ
あ
る
排
外
主
義
的
な
歴
史
実
践
を
し
の
ぐ
よ
う
な
、
よ
い

0

0

歴
史
を
構

築
す
る
努
力
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
目
的
論
的
な
立
場
を
実
証
史
学
が
き
ら
う
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
が
、
命
を
守
る
べ
き
在
日
に
と
っ
て
、
精

確
な
歴
史
的
事
実
を
画
定
す
る
よ
り
も
ま
ず
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
は
あ
る
。

　

物
語
と
し
て
の
歴
史
を
早
く
か
ら
推
し
て
き
た
哲
学
者
の
ヘ
イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
は
、
政
治
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ト
に
な
ら
い
「
実
用
的
な

過
去
」（practical past

）
と
の
語
を
使
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、「
人
生
を
営
ん
で
い
く
な
か
で
必
要
に
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
つ
い
て
、
正
当
化
し
た
り
弁

明
し
た
り
言
い
訳
を
し
た
り
弁
護
し
た
り
す
る
た
め
に
、
個
人
や
集
団
が
で
き
る
だ
け
う
ま
く
持
ち
出
す
記
憶
、
幻
覚
、
と
り
と
め
も
な
い
情
報
の
断
片
、
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態
度
や
価
値
な
ど
か
ら
」
構
成
さ
れ
る
と
の
べ
る）
ýû
（

。

　

生
き
る
た
め
に
も
市
民
み
ず
か
ら
歴
史
を
織
り
な
す
こ
と

―
学
知
の
追
究
を
第
一
の
目
的
と
は
し
な
い
こ
う
し
た
歴
史
実
践
が
正
し
い
の
か
ど
う
か

は
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
の
問
題
で
は
な
い
。
社
会
科
教
育
を
研
究
す
る
渡
部
竜
也
は
、
実
用
的
な
歴
史
の
特
徴
を
い
み
じ
く
も
次
の
よ
う
に
抽
出
す
る
。

　
　

 

家
族
、
地
域
共
同
体
、
学
校
・
会
社
・
サ
ー
ク
ル
の
来
歴
を
教
え
て
く
れ
る
歴
史
物
語
は
前
向
き
な
内
容
が
多
く
、
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
話
、
人

を
助
け
た
話
、
昔
は
も
っ
と
す
ご
か
っ
た
ぞ
と
い
う
話
な
ど
が
多
い
よ
う
で
す
。
教
訓
め
い
た
オ
チ
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
う
し
た
歴

史
物
語
の
多
く
は
、
だ
い
た
い
ご
都
合
主
義
で
す
。
史
実
の
信
憑
性
が
な
い
こ
と
も
多
く
、
何
よ
り
話
題
が
極
め
て
個
人
的
ま
た
は
地
域
・
集
団
固
有

的
で
す
。
た
だ
、
そ
の
組
織
や
共
同
体
の
構
成
員
で
あ
れ
ば
、
そ
の
多
く
の
人
が
語
る
こ
と
の
で
き
る
話
で
あ
る
点
に
共
通
性
が
あ
り
ま
す）

ýü
（

。

非
専
門
家
た
る
市
民
が
歴
史
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
事
実
を
つ
ら
ね
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
歴
史
書
の
執
筆
の
み
な
ら
ず
、「
方
法
と
し
て
の
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
」（
イ
ヴ
ァ
ン
・
ジ
ャ
ブ
ロ
ン
カ）

ýý
（

）
が
が
ぜ
ん
有
力
で
あ
る
こ
と
は
、
先
の
百
田
の
作
品
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
作
品
が
人
気
を
博
し
て
い
る
こ
と
か

ら
た
し
か
で
あ
る
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
近
年
の
作
品
と
し
て
は
、
戦
後
の
在
日
の
姿
を
描
い
た
『
焼
肉
ド
ラ
ゴ
ン
』（
鄭
義
信
監
督
、
二
〇

一
八
年
）
な
ど
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

市
民
に
よ
る
歴
史
の
構
築
プ
ロ
セ
ス
に
専
門
家
が
参
画
し
な
い
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
人
文
・
社
会
科

（
��
） 

教
育
学
者
の
渡
部
竜
也
は
、
歴
史
実
証
主
義
の
大
ま
か
な
特
徴
を
次
の
四
つ
に
ま
と
め
る
。
①
史
料
の
厳
密
な
読
解
と
出
典
の
確
認
、
②
証
拠
や
論
拠
の
あ
る
歴
史
的
推
論
、
③
歴
史

的
文
脈
へ
の
配
慮
、
④
年
代
順
の
思
考
（
渡
部
『D

oing H
istory

―
歴
史
で
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
か
？
』
清
水
書
院
、
二
〇
一
九
年
、
三
八
頁
）。

（
��
） 

百
田
尚
樹
『
日
本
国
紀
』
幻
冬
舎
、
二
〇
一
八
年
。
呉
座
の
批
判
は
、『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
四
、一
一
、一
八
、二
五
日
付
の
コ
ラ
ム
を
参
照
。

（
��
） 

ヘ
イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
『
実
用
的
な
過
去
』
上
村
忠
男
監
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
二
二
頁
。

（
��
） 

渡
部
、
前
掲
『D

oing H
istory

』、
七
二
頁
。

（
��
） 

イ
ヴ
ァ
ン
・
ジ
ャ
ブ
ロ
ン
カ
『
歴
史
は
現
代
文
学
で
あ
る

―
社
会
科
学
の
た
め
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
』
真
野
倫
平
訳
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
、
第
八
章
。
彼
は
、「
歴
史

は
自
分
が
望
む
以
上
に
文
学
的
で
あ
り
、
文
学
は
自
分
が
思
う
以
上
に
歴
史
学
的
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
柔
軟
で
、
並
外
れ
た
可
能
性
を
ひ
め
て
い
る
」
と
も
の
べ
る
（
同
上
、
三
頁
）。
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学
で
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
よ
ば
れ
る
分
野
が
認
知
度
を
高
め
つ
つ
あ
る
。
こ
の
分
野
の
標
準
的
テ
キ
ス
ト
を
編
ん
だ
民
俗
学
者
の
菅
豊
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
「
狭
義
に
は
歴
史
学
の
分
野
で
何
ら
か
の
訓
練
を
受
け
た
人
び
と
が
、
大
学
の
研
究
室
や
教
室
と
い
っ
た
専
門
的
で
学
術
的
な

場
の
『
外
』
の
社
会
へ
と
飛
び
出
し
て
、
そ
こ
で
歴
史
学
の
知
見
や
技
能
、
そ
し
て
思
想
を
活
か
す
幅
広
い
実
践
」
と
定
義
す
る
。
こ
こ
に
は
歴
史
学
者
以

外
の
専
門
家
も
参
画
す
る
し
、
市
民
と
の
協
働
も
ま
た
日
常
的
で
あ
る
。
菅
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
目
的
と
し
て
、「
い
ま
、
こ
こ
」
に
生
き
る

人
の
現
在
と
未
来
に
「
役
立
て
る
」
こ
と
を
あ
げ
る）

ýþ
（

。

　

た
と
え
ば
、
祖
母
八
重
子
（
一
九
一
八
年
生
）
の
一
九
四
九
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
の
日
記
に
接
し
た
宮
城
県
の
佐
藤
恵
子
と
、
環
境
社
会
学
者
の
宮

内
泰
介
の
協
働
が
あ
る
。
一
市
民
で
あ
る
佐
藤
は
祖
母
の
文
章
の
美
し
さ
に
ひ
か
れ
、
そ
の
内
容
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
少
し
ず
つ
ブ
ロ
グ
に
ア
ッ
プ

し
た
。
多
い
日
は
一
日
七
〇
名
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
み
ず
か
ら
の
祖
母
に
重
ね
合
わ
せ
た
閲
覧
者
か
ら
感
謝
の
こ
と
ば
も
と
ど
い
た
。
た
ま
た
ま
こ

の
ブ
ロ
グ
を
見
つ
け
た
宮
内
は
、
日
記
に
書
か
れ
た
北
上
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
研
究
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
興
味
を
お
ぼ
え
、
ほ
か
の
研
究
者
と
と
も
に
日

記
に
あ
る
単
語
の
注
づ
く
り
に
参
画
し
た
。
そ
し
て
日
記
を
冊
子
／
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
ま
と
め
、
公
開
勉
強
会
も
開
催
し
た
。
一
個
人
の
日
記
が
、
孫
の
手
を
へ

て
、
市
民
や
専
門
家
の
知
恵
と
知
性
を
ま
ぶ
し
な
が
ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
へ
昇
華
し
た
の
で
あ
る
。
宮
内
は
、
放
っ
て
お
く
と
埋
も
れ
た
ま
ま

の
小
さ
な
物
語
を
表
に
出
す
こ
と
で
、「
大
き
な
物
語
と
小
さ
な
物
語
の
配
置
」
が
換
わ
る
と
指
摘
す
る）

ýÿ
（

。

　

な
る
ほ
ど
、
右
で
見
た
よ
う
な
歴
史
の
ア
マ
チ
ュ
ア
た
る
市
民
が
中
心
と
な
っ
た
歴
史
実
践
が
広
が
る
と
、「
そ
れ
も0

歴
史
だ
よ
ね
」
と
の
冷
め
た
相
対
主

義
が
市
民
の
あ
い
だ
で
広
が
る
可
能
性
は
あ
る
。
歴
史
的
事
実
を
正
し
い

0

0

0

手
法
に
よ
り
追
究
す
る
実
証
主
義
の
姿
勢
ま
で
も
が
相
対
化
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
う
る
。
暴
力
的
な
歴
史
修
正
主
義
の
繁
栄
を
再
帰
的
に
ま
ね
く
こ
と
さ
え
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
至
極
ま
っ
と
う
な
懸
念
を
呑
み
こ
ん
だ
上
で
な

お
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
社
会
で
生
き
の
こ
る
た
め
の
小
さ
な
物
語
を
つ
む
ぎ
か
え
す
こ
と
は
必
要
だ
と
の
立
場
が
、
少
な
く
と
も
学
界
の
外0

に
は
あ
っ
て
よ

い
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
流
に
い
え
ば
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
よ
る
支
配
的
な
歴
史
の
物
語
を
「
逆
な
で
す
る）

ýĀ
（

」
エ
ト
ス
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
黒
人
ム
ス
リ
ム

と
ふ
れ
あ
っ
た
社
会
学
者
の
中
村
寛
は
よ
り
大
胆
に
、「『
大
文
字
の
歴
史
』
に
刃
向
か
い
、
抗
い
、
肩
す
か
し
を
く
ら
わ
せ
、
静
か
に
毒
を
盛
り
つ
づ
け
る

歴
史
」
の
可
能
性
を
展
望
す
る）

þ÷
（

。

　

戦
後
、
た
し
か
に
日
本
人
と
在
日
は
対
立
し
て
き
た
し
、
前
者
が
後
者
に
強
圧
的
に
接
す
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
在
日
は
少
し

ず
つ
権
利
を
獲
得
し
て
き
た
し
、
日
本
人
か
ら
す
る
接
し
方
が
改
善
を
見
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
社
会
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
冷
た

く
、
在
日
へ
の
差
別
的
処
遇
も
そ
こ
こ
こ
に
残
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
荒
々
し
い
修
正
主
義
的
な
物
語
が
幅
を
き
か
せ
つ
つ
あ
る
今
あ
ら
た
め
て
掘
り
起
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こ
す
べ
き
は
、
在
日
が
誠
意
あ
る
日
本
人
と
手
を
た
ず
さ
え
な
が
ら
、
恋
愛
に
身
を
ひ
た
し
な
が
ら
、
反
目
し
な
が
ら
も
互
い
の
存
在
を
認
知
し
あ
い
な
が

ら
、
こ
の
社
会
で
生
き
る
素
地
を
と
と
の
え
て
き
た
事
実
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

過
去
に
抑
圧
さ
れ
て
き
た
事
実
と
同
時
に
在
日
と
日
本
人
が
協
働
し
て
き
た
事
実
も
ま
た
、
ま
さ
に
か
き
消
さ
れ
そ
う
よ
う
と
し
て
い
る
。
前
者
の
掘
り

起
こ
し
も
重
大
だ
が
、
現
代
日
本
社
会
で
は
そ
れ
を
丸
ご
と
受
け
と
め
共
感
で
き
る
だ
け
の
寛
容
さ
が
明
ら
か
に
目
減
り
し
つ
つ
あ
る）

þø
（

。
だ
と
す
れ
ば
、
在

日
に
と
っ
て
ス
リ
ッ
パ
の
襲
来
を
さ
け
る
お
守
り
と
し
て
の
歴
史
の
鉱
脈
は
、
お
そ
ら
く
後
者
に
あ
ろ
う
。「
冴
え
な
い
美
徳
」（
フ
ォ
ー
ス
タ
ー）

þù
（

）
と
も
評
さ

れ
る
寛
容
の
精
神
は
、
捨
て
お
く
に
は
あ
ま
り
に
惜
し
い
。
戦
後
、「
ほ
う
る
も
ん
」（
捨
て
さ
る
部
位
）
を
ホ
ル
モ
ン
と
し
て
こ
の
国
に
根
づ
か
せ
た
在
日

な
ら
、
万
感
の
屈
辱
的
過
去
を
い
っ
た
ん
呑
み
こ
み
、
寛
容
の
精
神
を
拾
い
あ
げ
な
が
ら
日
本
人
と
の
協
働
の
過
去
に
思
い
を
い
た
す
こ
と
が
何
と
か
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
大
多
数
の
良
心
的
な
日
本
人
も
、
在
日
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
過
去
を
す
す
ん
で
ふ
り
か
え
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
東
山
紀
之
（
一
九
六
六
年
生
）
は
、
幼
少
期
を
在
日
の
多
い
神
奈
川
県
川
崎
市
の
桜
本
で
過
ご
し
た
。
彼
の
一
家
が
貧
し
い
生
活
を
と
も

に
乗
り
き
っ
た
隣
人
は
、
や
は
り
生
活
の
苦
し
い
在
日
の
母
子
だ
っ
た
。
東
山
は
そ
の
家
庭
で
た
び
た
び
豚
足
な
ど
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
自
伝
で

（
��
） 

菅
豊
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

―
現
代
社
会
に
お
い
て
歴
史
学
が
向
か
う
ひ
と
つ
の
方
向
性
」
菅
ほ
か
編
、
前
掲
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
入
門
』、（
一
）、（
三
）
～

（
四
）
頁
。

（
��
） 

宮
内
泰
介
「『
八
重
子
の
日
記
』
を
め
ぐ
る
歴
史
実
践
」
菅
ほ
か
編
、
同
上
書
、
二
四
〇
頁
。

（
��
） 

柿
木
伸
之
『
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

―
闇
を
歩
く
批
評
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
九
年
、
一
九
六
～
二
〇
四
頁
。

（
��
） 

中
村
寛
『
残
響
の
ハ
ー
レ
ム

―
ス
ト
リ
ー
ト
に
生
き
る
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
声
』
共
和
国
、
二
〇
一
五
年
、
二
九
頁
。

（
��
） 

林
晟
一
『「
一
等
国
」
ニ
ッ
ポ
ン
の
背
中

―
終
戦
��
年
・
日
本
・
韓
国
』
ハ
フ
ィ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
日
本
版
、
二
〇
一
五
年
八
月
二
三
日
（KWWSV���Z

Z
Z�KX൶

QJWRQSRVW�MS�VHLLFKL-

hayashi/w
ar_b_�������.htm

l

）。

（
��
） 

小
野
寺
健
編
訳
『
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
評
論
集
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
六
年
、
一
三
八
頁
。
中
西
寛
『
国
際
政
治
と
は
何
か

―
地
球
社
会
に
お
け
る
人
間
と
秩
序
』
中
公
新
書
、

二
〇
〇
三
年
、
二
七
六
頁
。
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感
謝
し
て
い
る）
þú
（

。
筆
者
の
場
合
は
反
対
に
、
精
神
的
に
つ
ら
か
っ
た
幼
少
期
を
近
所
の
日
本
人
家
庭
に
支
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
歴
史
を
旧
稿

に
て
記
し
た
こ
と
が
あ
る）

þû
（

。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
木
村
元
彦
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
反
対
す
る
大
阪
で
の
パ
レ
ー
ド
の
さ
い
、
在
日
に
協
力
す
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
姿
を
描
い
た
。
そ
の

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
ゲ
イ
の
青
年
た
ち
は
、
後
日
、
ソ
ウ
ル
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
デ
モ
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
今
度
は
、
大
阪
で
支
え
ら
れ
た

側
の
在
日
の
青
年
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
在
日
の
青
年
は
、
次
の
よ
う
に
ふ
り
か
え
る
。

　
　

 

日
本
か
ら
︹
ソ
ウ
ル
に
︺
応
援
に
来
た
ゲ
イ
の
子
ら
が
泣
け
る
ん
で
す
よ
。「
韓
国
語
で
差
別
反
対
っ
て
何
て
い
う
の
？
」
て
聞
い
て
く
る
ん
で
教
え
て

あ
げ
た
ら
、
た
ど
た
ど
し
い
韓
国
語
で
一
生
懸
命
「
チ
ャ
ビ
ョ
ル
・
パ
ン
デ
（
差
別
反
対
）」
っ
て
叫
ん
で
る
ん
で
す
よ）

þü
（

。

　

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
ま
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
間
の
境
界
線
を
ふ
み
に
じ
り
、
あ
る
い
は
地
下
か
ら
突
破
し
な
が
ら
、
我
々
は
い
つ
だ
っ
て
不
器

用
に
支
え
あ
っ
て
き
た
。
い
つ
ど
こ
で
誰
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
ク
ラ
イ
ム
の
対
象
と
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
時
代
、
在
日
が
お
守
り
と
し
て
の
歴
史
を
織

り
な
す
努
力
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
過
去
を
強
引
に
ふ
り
か
え
り
国
民
の
プ
ラ
イ
ド
を
独
善
的
に
満
た
そ

う
と
す
る
歴
史
修
正
主
義
に
あ
っ
か
ん
べ
え
を
し
な
が
ら
併
走
す
る
歴
史
実
践
は
、
や
が
て
き
た
る
べ
き
移
民
国
家
日
本
の
よ
き
礎
に
も
な
る
と
思
え
る
。

　
「
在
日
の
場
合
、
日
本
人
が
憎
い
と
い
う
場
所
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
限
り
は
絶
望
し
か
な
い
ん
で
す）

þý
（

」

―
と
き
に
在
日
は
、
無
垢
な
る
善
を
え
ら
べ
ず
、

よ
り
小
さ
な
悪
（lesser evil

）
を
恐
る
お
そ
る
呑
み
こ
む
ほ
か
な
い
。
一
つ
の
善
の
固
守
は
し
ば
し
ば
血
色
の
犠
牲
を
と
も
な
う
。
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
、

実
証
的
な
歴
史
と
な
ら
ん
で
、
だ
れ
も
死
な
な
い
た
め
の
歴
史
の
構
築
が
日
本
人
と
在
日
の
市
井
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
の
ひ
そ
み
に
な

ら
っ
て
い
え
ば
、
歴
史
は
、
歴
史
家
だ
け
に
任
せ
る
に
は
あ
ま
り
に
重
大
な
の
で
あ
る
。
文
字
ど
お
り
、
命
が
か
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
冷
戦
終
焉
後
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
広
が
り
を
見
せ
た
歴
史
問
題
の
背
景
を
確
認
し
た
上
で
、
日
韓
の
歴
史
戦
が
持
つ
意
味
を
韓
国
社
会
、
日
本
社

会
、
そ
し
て
在
日
コ
リ
ア
ン
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

冷
戦
後
に
は
「
謝
罪
の
時
代
」
が
到
来
し
た
と
同
時
に
、
民
主
化
後
の
移
行
期
正
義
の
実
践
が
広
が
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
際
刑
事
裁
判
の
制
度
が
発
展

し
、
女
性
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
支
え
ら
れ
た
。
日
韓
の
歴
史
戦
、
な
か
で
も
慰
安
婦
問
題
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
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潮
流
と
韓
国
側
の
姿
勢
は
軌
を
一
に
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
日
本
を
相
手
と
す
る
政
治
的
妥
協
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

今
後
慰
安
婦
問
題
は
日
韓
の
枠
組
み
や
国
民
間
の
断
層
線
を
こ
え
た
形
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
日
本
社
会
か
ら
す
る
と
、

韓
国
側
の
姿
勢
に
眉
を
ひ
そ
め
る
人
が
多
い
が
、
韓
流
を
積
極
的
に
受
容
し
て
い
る
女
性
や
若
年
層
の
嫌
韓
感
情
は
限
定
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
韓
関
係
の

決
定
的
悪
化
の
歯
止
め
と
し
て
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
若
年
層
の
歴
史
（
問
題
）
へ
の
興
味
が
薄
い
こ
と
か
ら
し
て
、
安
直
な
期
待
は
ひ
か
え
る
べ
き

だ
ろ
う
。
で
は
、
在
日
は
こ
の
歴
史
戦
の
時
代
に
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
こ
の
国
に
住
み
つ
づ
け
る
人
間
と
し
て
、
虐
げ
ら
れ

た
過
去
の
追
憶
を
深
め
る
と
同
時
に
、
在
日
と
日
本
人
が
協
働
し
て
き
た
過
去
を
掘
り
か
え
す
こ
と
が
大
事
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
引

に
回
復
し
よ
う
と
す
る
歴
史
修
正
主
義
か
ら
身
を
か
わ
し
、
命
を
守
る
た
め
の
お
守
り
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

き
た
る
べ
き
移
民
国
家
ニ
ッ
ポ
ン
を
見
す
え
、
古
い
移
民
で
も
あ
る
在
日
が
歴
史
を
め
ぐ
っ
て
も
が
き
あ
が
く
姿
は
、
未
来
の
こ
の
国
の
市
民
や
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
と
っ
て
何
ら
か
の
糧
と
な
り
う
る
。
中
等
教
育
に
身
を
お
き
歴
史
を
講
ず
る
者
と
し
て
、
も
の
ご
と
を
正
し
く
恐
れ
る

0

0

0

0

0

0

姿
勢
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
暗
中
模
索
を
つ
づ
け
る
ほ
か
な
い
。

（
��
） 

東
山
紀
之
『
カ
ワ
サ
キ
・
キ
ッ
ド
』
朝
日
文
庫
、
二
〇
一
五
年
、
二
一
～
二
二
頁
。

（
��
） 

林
晟
一
「
排
外
主
義
と
さ
さ
や
か
な
希
望
」
ハ
フ
ィ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
日
本
版
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
八
日
（KWWSV���Z

Z
Z�KX൶

QJWRQSRVW�MS�VHLLFKL-KD\DVKL�FKDXYLQLVP
BEB�������.htm

l

）。

（
��
） 

木
村
元
彦
『
橋
を
架
け
る
者
た
ち

―
在
日
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
群
像
』
集
英
社
新
書
、
二
〇
一
六
年
、
一
九
六
頁
。

（
��
） 

加
藤
典
洋
・
竹
田
青
嗣
『
二
つ
の
戦
後
か
ら
』
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
八
年
、
二
八
六
頁
（
竹
田
の
言
）。
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